
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●遺伝子ひな







某月某日







　妹と結婚した。




「おめでとう！」

「おめでとうタクロー！」




　友人たちの祝福。

　舞い散る桜の花びら。

　晴天に恵まれたこの日。俺こと松まつ原ばらタクローは、ついに妹と結婚したんだ。

　──否いな。

　かつて妹だった人、と言うべきか。今日この日から、彼女は俺の伴侶なんだから。




「くっそ！　お前だけ先に幸せになりやがって！」

「お似合いの夫婦だぞー！　見た目にすげえ格差あるけど！」

「キスだキス！　さっさとやれコラー！　出し惜しみすんな！」




　容赦ない祝福の声が続く。

　祝福を通り越してただの野や次じだが、たとえ罵ば詈り雑ぞう言ごんでも今日はうれしい。ありがとうなお前ら。しこたまふんだくったご祝儀は大切に使わせていただきます。

　それはそれとしてリクエストだ。

　結婚式の定番。画えに描いたような青空を背景に、春の陽光が降り注ぐこんなチャペルの中庭でなら。お約束のイベントも苦にはならないさ。

　となりに並ぶ『妻』を見る。

　目と目が合う。

　少し頬ほおを染めて、ほんのり口元をほころばせている彼女は──もうハッキリ言ってしまうけど、世界で一番可愛かわいかった。

　それにしても、だ。

　ここまでの経緯を考えると、色々こみ上げてくるものがあるな。

　妹と結婚。我ながらジェットコースターみたいな人生だ。

　お釈しや[image: ]か様さまだって想像できないだろう。俺と妹がこんな風に祝福されて、手を取り合って歩み出す日が来るなんてさ。





　　　　　　　†






　もしできることなら言ってやりたい。

　過去にさかのぼって、自分自身にだ。

　松まつ原ばらタクローよ。お前にはこの先、映画でもお目に掛かれない運命が待っている。

　だから腐るな。

　地面すれすれの低空飛行だった日々は、いつかきっと輝ける未来になる。




　誓いを交わす俺たちを、春風に吹かれて踊る桜の花びらが包み込む。

　ああそうだ。

　俺たちが出会ったのもまさに、こんな風に桜が舞う季節だった──





好感度：＋∞（測定不能）







某月某日







　春たけなわのその日。

　俺は人生で初めての土下座をした。





　　　　　　　†






　おでこが冷たい。

　張り替えたばかりのフローリングは、冬のような寒さで俺の前頭骨を冷却してくる。初めて知ったよ。床ってこんな感触なんだな。

「土下座なんてしてもらいたくないんですが」

　頭上から声が降ってくる。

「本気で土下座する人、初めて見ました。見苦しいのでやめてもらえますか」

　冷たい声だ。

　この冷気に比べれば、床の冷たさなんてホッカイロに等しい。

「約束は約束だ」

　おでこを床に擦りつけたまま俺は言う。

「やれと言われなくても俺はやる。ラニスターは借りを返す」

「ラニ……え？　なんの話？」

「知らなきゃいい。とにかくだ」

　床におでこをこすりつけて、俺は謝罪する。

「君のブラやらパンツやらに触ってしまったことは謝る。足をつまずかせて君に抱きついたことも、勢い余って君を押し倒したことも、ついでに胸まで揉もんでしまったことも、何もかも俺が悪い」

「別に気にしてませんから」

　妹の声はあくまでも冷たい。

「松まつ原ばらタクローさん。あなたの行動は迷惑です。知ってますか？　暴力なんですよ土下座って。相手に『許す』以外の態度を認めない、強制力を伴う行為なんです。その自覚はありますか？　下着を触られて、抱きつかれて、押し倒されて、胸を揉まれたわたしを、さらに貶おとしめようというんですか？」

「そんなつもりはないんだが」

「だったらやめてください土下座」

「それじゃ約束が守れない」

「いいから早く。誰得なんですかこの展開」





　　　　　　　†






　……ここに至る経緯を説明する。

　親の再婚で、とびきり可愛かわいいギャルが義理の妹になった。

　同居を始める前に彼女は言った。「わたしに指一本でも触れたら死罪。それで構いませんか？」

　俺はこう返した。「万が一にもそんな事態になったら、土下座して謝るよ。妹に手を出すなんて最低の男だからな」

　そして現在。

『万が一』の事態をやらかしてしまった俺は、晴れて人生初の土下座を体験している、という顛てん末まつ。

　安請け合いは反省すべき点。

　加えてそそっかしいのもな。





　　　　　　　†






「たとえばですけど」

　土下座を正座にチェンジした俺に、妹が言った。

「あなたは自分の腕に──たとえば毛虫とか芋虫とかがくっついたとして。その虫を罵りますか？　その虫に罪を問いますか？」

「いや。問わないな」

「それと同じです。あなたの行為を許すつもりはありません。かといって気にするつもりもありません」

　なるほど。俺は虫と同じレベルだと。

　抗議のひとつもしたくなるが、妹の様子を見て口をつぐむ。まさしく虫けらを見るような目をしている。こういう時は動かない方がいい。

「この際だから言っておきますが」

　俺の正面に正座しながら妹は言う。説教モード。

「初めて会った時から第一印象が最悪でした」

「わかる」

　目の前にいるこの、血が繋つながらない、生まれた日時もほんの数時間しか離れていない妹は、家族になってまだわずかな期間しか経たっていない。

　つまり再婚。両親ともにバツイチ子持ちのひとり親だった、ってこと。

　ここまではまあ、そこそこ普通だろう。今どき再婚なんて珍しくもない。

　だけど連れ子がお互いに十六歳の高校生、しかも性別まで異なるとなると、話がだいぶちがってくる。おまけにこれから同じ学校に通う同学年となれば、運命の悪いた戯ずらってやつを信じたくもなるだろう。

　まして相手が誰の目から見ても明らかな美少女であり、年代別ヒエラルキーの最上位に位置する『ギャル』という人種とくれば。ほっぺたをつねって夢じゃないことを確認するやつがほとんどではないか。

　近この衛えトーコという、このハイスペックな女子は。

　確かにこの俺、松まつ原ばらタクローの妹になったんだ。

「でもいいんです。あなたの第一印象がどれだけ悪くたって」

　強い口調で妹は言う。

　丁寧語。見た目がギャルだから逆に迫力がある。

「うちの母とあなたのお父さん。結婚したわけです。途中の過程はどうであれ。幸せそうなわけです。現在進行形で」

「だな」

「壊したくないですよね？　せっかくの幸せを」

「完全に同意」

「だったらわたしたちのやるべきことはひとつ。無難に家族としての関係を構築すること。仲良くはできなくても、両親を安心させられる程度に適度な距離感を保つこと」

「賢い選択だと思う。理性的で合理的だ」

「わたしは間違ってないはずです。あなたの第一印象が最悪で、今もそれが変わってないと伝えた。それでもなお平和的に振る舞ってるつもりです。あなたとは喧けん嘩かもしないし、必要以上に避けたりもしない。義理の兄妹きようだいとして当たり障りなくひとつ屋根の下で生活する。そういう合意も成立しているはずです」

　は[image: ][image: ][image: ]あ、と。

　妹は深く深くため息をついて、

「なのに何ですか。なんでさっきみたいなことになるんですか。いくらあなたのことを虫ぐらいにしか思ってなくても、さすがにひとこと言いたくなるじゃないですか」

　文章でまとめてしまえばシンプルだ。






　洗濯物だと思って手に取った布きれが妹の下着だった

　↓

　間の悪いことにその場面を妹に見られた

　↓

　あわてた俺が足をつまずかせて妹に倒れ込み抱きついた

　↓

　そのまま妹を押し倒して胸を揉もんだ








　ほら。

　この上なくシンプルだろ？

　自分で言ってて笑えてくるけど。

「あんな画えに描いたような展開あります？」

　妹が訊きいてきた。

　俺は「ないな」と応えた。

　自分でもおどろいてるよ実際。

「とにかくすまん」

　俺はふたたび頭を下げる。

「全面的に俺が悪いからひたすら謝る。言い訳もなし。だからこれからの話をしよう」

「守れますか？　わたしたちの『契約』を、この先も」

「守れます」

「今後、今日みたいなことを二度と起こさないと誓いますか？」

「誓える。と思う。さすがにないだろ、あんなアホみたいなコンボはもう二度と。金輪際これっきりだ」

「信じていいんですか？」

「ぜひ信じてほしい」

「あなたのそそっかしさは身にしみて知ってるんですが？」

「それでも信じてもらうしかない。というか起きると思うか？　ラスベガスのピンボール台で百万ドルの大当たりが出るぐらいの確率だぞ、さっきのやらかしは。あんなのを何度も起こせるなら、むしろ特技として生かしたい」

「反省の色が見られませんね」

「もう一回土下座するか？」

「結構です。……はあ、もうわかりました」

　妹はため息をついて、

「あなたと一緒に暮らしている状態でお風呂に入ろうとしたわたしが間違っていました。今回のことは水に流します」

「それだけのことが間違いになるって、やっぱ一周回ってすごくないか」

「本当に反省してます？」

「海より深く。もう絶対さっきみたいなことにはならないから。俺たちにとって大事なのは『契約』のはずだ。そこを最優先に考えよう。ラニスターは借りを返すし、約束も守るからな」

「ラニ……なんですか？　さっきも言ってましたけど」

「アマプラ契約してないのか。わかった、冗談のネタはもうちょっと考えることにする」

　そう言って俺は立ち上がった。




　言い訳をさせてほしい。

　新居のリビングである。

　敷物の絨じゆ毯うたんが、思いの外ふかふかだった。慣れていないと足を取られるぐらいに。

　考え事もしていた。これからのこと。新しくできた家族、同い年の妹といかに紳士的な距離を保っていくか。のっけから信頼度ゼロの状態だったところから、さらにこの日また好感度を下げる一連の行動の数々について。

　とどめは慣れない正座だ。




　足がしびれた。

　もつれた。

　前につんのめった。

　つんのめった先には、不意をつかれて目を見開く妹がいた。




　結果。

　俺は妹を押し倒した。

　勢いあまって胸も揉もんだ。

　短時間のうちに二度目の狼ろう藉ぜき。

「…………」

「…………」

　見つめ合うふたり。

　妹はきょとんとしている。キツネにつままれたような顔、ってやつ。

　俺も似たような顔をしてたと思う。こんなミスをまさか現実でやらかすヤツがいるなんて信じられなかった。でも残念ながら俺だった。『こんなミス』をまさに現実でやらかした大バカ野郎は。

　もう笑うしかないよな。

　だから笑った。「はは」と。悪気がないことだけは主張させてくれ。笑ってしまうんだよ、こんな状況になると人ってやつは。いや本当に。





　　　　　　　†






　某月某日。

　松まつ原ばらタクローに対する近この衛えトーコの好感度はこうして、めでたくマイナスを振りきったのだった。





好感度：[image: ]∞（測定不能）







三月二十日







　松原タクロー、十五歳。高校生。

　四月一日生まれ。エイプリルフールみたいなヤツだな、と某友人などは言う。

　正直あまり自覚はなかった。

　でもなるほど確かに。

　振り返ってみると、俺という人間は冗談じみているのかもしれない。





　　　　　　　†






　人生の転換期。

　それは間違いなくあの日、うちのお父さん、松原タローが不意にもらしたひとことから。

「結婚しようと思うんだ」

「おお」

　俺はおどろいた。

　おどろいたと同時に納得があった。

　お父さんが離婚してもう十年が経たつ。そろそろ身を固め直してもいい頃合いだ。近ごろやけに顔色が良く、生き生きとしている父の変化に気づいてもいた。

「おめでとうお父さん。やったじゃないか」

「ありがとう我がひとり息子。四月一日には新しい家に引っ越そうと思ってる。ローンも組んだ。明日には業者が見積もりにくる」

「そういう大事なことは息子にもあらかじめ相談してくれよ。でもそのスピード感は嫌いじゃない」

「すまんな。ところで明日の予定は空いてるか？」

「埋まってる。でもリスケするよ。新しい家族との顔合わせだよな？」

「さすがは我が息子。理解が早い」




　というわけでその日、三月二十日。

　とある料理屋さんで、俺は新しい家族に引き合わされたのだが。




「うわ」

　庭付きの個室に現れた姿を見て、思わず声が漏れた。

[image: ]

　美人に連れられてきた娘さんが、画えに描いたようなギャルだったから。

　銀色に近い金髪。瞳には緑色のカラコン。ピアスにチョーカーに短いスカート。

　別に偏見から出た『うわ』ってわけじゃない。単純にレベルの高い美少女だったからこその『うわ』だ。失礼は承知だけどこれは声が出る。小さい作りの顔といい、綺き麗れいに通った鼻筋といい、すらりと伸びた手足といい、羽織ったコートの上からでもわかる胸の大きさといい──道ばたで不意に芸能人と出くわした時の『うわ』だと思ってほしい。

「…………」

　一方、相手の反応は淡々としたもの。

　俺をちらりと見て軽く会釈。それだけ。

　失礼をかましたのはこちら側だ。塩対応にも文句はない。

「初めまして。近この衛えマリアです」

　美人さん──お母さんの方が一礼する。

　こちらは和風美人だ。柔らかい色合いの訪問着がよく似合っている。

　この人が俺の新しいお母さんか。やるじゃないかお父さん。

「初めまして。松まつ原ばらタクローです。よろしくお願いします」

　俺もしっかり一礼した。

　これから家族になる人が相手だ。腰はしっかり折って、背中は真まっ直すぐ伸ばして。

「こちらこそよろしくお願いね」

　お母さん──マリアさんが破顔する。

「聞いてたとおりねタクローさん。とってもよくできた人。ほらトーコ、あなたもあいさつなさい」

「…………」

　トーコと呼ばれたギャルは、渋々ながら頭を下げる。

「初めまして。近衛トーコです」

　渋々ながら、とは言ったけど、折り目の正しい一礼だ。

　見た目に反して育ちはいいらしい。

「初めまして。松原タローです」

　うちのお父さんは、事の最初からずっとエビス顔だ。

「さすがはマリアさんの娘さんだ。じつに愛らしい」

「もうすぐあなたの娘になるんですよ、タローさん。──さあさ、堅苦しいのはこのぐらいにして。今日はとっても嬉うれしい日なんだもの、みんなでたくさんお話しましょうね？」

　頃合い良く店員さんがやってきた。

　懐石料理の先付けが卓に供される。マグロの白しら和あえかな？　美お味いしそう。

　談笑と食事が始まった。

　お父さんとマリアさんは最高にいい関係のようだ。卓を挟んで座っていても、まるで抱擁し合っているかのような親密さが感じられる。

　俺も空気ぐらいは読む。ここは出しゃばらず、年長者ふたりに仕切りをお願いするのが賢明だろう。白しら和あえに箸をつける。美お味いしい。クルミが入ってる。脇役の春菊がいい苦味を出してる。真ま似ねしたいレシピ。

　一方の近この衛えトーコ。

　俺の正面に座って、こちらも白和えに箸をつけている。

　食事のマナーがいい。お世辞にも上機嫌な様子ではないけど、それでも仕草の端々から躾しつけのよさが滲にじみ出でている。ギャルな見た目とのギャップあり。俺とはかたくなに目を合わせようとしないのはご愛あい敬きよう。

「タクローさん」

　程よい頃合いでマリアさんが話を向けてくる。

「率直に聞いてもいいかしら？」

「だいじょうぶです。どうぞ」

「うちの娘と仲良くできそう？」

「わかりません」

　俺も率直に応える。

「でも上う手まくはやれると思います。少なくとも俺にはその意思がある。お父さんの面メン子ツを潰すつもりはありません」

「お父さん想おもいなのね」

「ふたりきりの家族でしたから。これまでは」

「これからは四人家族になりそうだけど問題ない？」

「問題ありません。身内が増えるのは歓迎です」

「新しい身内に問題があるとは考えない？」

「考えません。お父さんが選んだ人ですから」

「……立て板に水！」

　マリアさんが口もとをほころばせる。

「よどみないわねえ。タローさんにそっくり」

「お父さんにはまだまだ。及びません」

「ねえ聞いたトーコ？」

　マリアさんは楽しそうだ。

　隣に座る娘に寄りかかるようにして聞く。近衛トーコは「聞いてます」とそっけない。

「マリアさん」

「お母さんでお願い」

「はい。じゃあお母さん。ひとつ気になることがあります」

「何かしら。何でも言って頂戴ね」

「俺も率直に言っていいですか」

「もちろん」

「百パーセント確実に断言できることがひとつあります。娘さんについて」

「トーコのこと？」

　マリアさんが首をかしげる。

　お父さんはおちょこで一杯やりながら、息子を静観する様子。

　ギャル。こちらは会話に関心がない態ていで、料理をことさらゆっくり咀そし嚼やくしている。

　うん。

　この流れなら大丈夫だろう。

　姿勢を正して俺は言う。




「俺はあなたの娘さんを──トーコさんを、性的な目で見ます」




　ぶほっ、と。

　ギャルが料理を噴いた。

　前言撤回。そんなに行儀がいいわけじゃなさそうだ。

「これからたぶん、ここにいる四人はひとつ屋根の下で暮らすことになると思いますが。俺は彼女を家族じゃなくて、ひとりの女性として見ることになると思います。だって家族といっても血の繋つながってない家族ですから。本能的に、これは仕方のないことだと思います」

　マリアさんは目を丸くしている。

　俺はさらに声を張る。

「でも安心してください。俺は理性がある人間のつもりです。だからあなたの娘さんをどれだけ性的な目で見ていても、ぜったいに手は出しません。でも俺とあなたの娘さんとの間にはこの先、遺伝的な繋がりが生まれることは永久にない。その意味においては決して本当の家族になることはないんです。それはこれから一緒に暮らしていく上での前提になりますから。そのことだけはハッキリさせておきたいと思います」

　間があった。

　マリアさんが目を瞬いている。

　ギャルは「けほっ、けほっ」とまだ咳せき込こんでいる。

　お父さんは何食わぬ顔でおちょこに酒を注ついでいる。

　次の瞬間。

「──あはははははははははははははははははは！」

　マリアさんが爆笑した。

「あはははは、あは、あは、ひっ、苦し、あは！」

　身体からだをくの字に折り曲げてお腹なかを抱えている。

　そんなにツボに入ったのか。まあわからんでもないけど。

「タローさん、ちょ、タローさん！」

「なんだいマリアさん」

「息子さんあなたそっくり！　仕事しすぎでしょ遺伝子！」

「気に入ってもらえたかい？」

「最高！」

　涙目をこすりながらマリアさんは親指を立てる。

「はーもうダメ。人生でいちばん笑ったわ。タクローさん、わたし大好き。あなたのこと」

「ありがとうございます」

「ちなみにわたしは？」

「？　といいますと？」

「わたしもいちおう女なんですけど。タクローさんにとっては『血の繋つながってない家族』になる予定で、歳はちょっと取ってるけどそこそこ見た目には自信あるのだけど。わたしのことは性的な目で見ないのかしら？」

　マリアさんが流し目を送ってくる。

　もちろん冗談めかして、ではあるけど。

　破壊力高いなこれ。うちのお父さんがコロリとやられてしまうのも納得。

　だけど俺には効かない。

　真面目に返答する。

「あ、それは大丈夫です」

「わたしがあなたの母親になるから？」

「いいえ。それは関係ないですね」

「タローさん──お父さまへの遠慮？」

「それもありますけど。もっと単純な理由で」

「それはどんな？」

「俺、年下にしか興味ないんです」

「──ぶっ」

　マリアさんが口元を押さえる。

　押さえるも抑えきれない。「──あははははははははははは！」またしても爆笑。身体をくの字に折り曲げてお腹なかを抱えて涙目。

　その一方で。

　娘の方は、信じられないものを見るような目で呆ぼう然ぜんとしている。野蛮な部族の首狩りの儀式でも目撃した時みたいな顔。

　まあこうなるよな。

　率直すぎるのは考え物だってことは、人生経験からよくわかっている。わかった上で選んだ最短距離だ。結果は受け入れるとも。

　ちなみにうちのお父さんは、エビス顔でお酒をちびちびやっている。この場は息子に任せる意思表示とみた。

　毒を食らわば皿まで。

　ここまできて方針転換は効率が悪い。このまま突き進む。

「マリアさん──いえお母さん」

「な、なにかしら？　あー苦しい」

「ひとつ気になることがありまして」

「なんでも聞いて」

「娘さんの誕生日は何月何日でしょう？」

「トーコの？　四月一日よ。タローさんから聞いてるけど、タクローさんも誕生日は同じなのよね？」

「はい。四月一日生まれで、そろそろ十六歳になります」

「うちの娘といっしょね！　同じ誕生日の同い年なんて素敵だわ。運命を感じる偶然の一致だと思わない？」

「思います。ちなみにトーコさんの生まれた時間を覚えていらっしゃいますか？」

「生まれた時間？　ええと十八時だったわね、確か。夕方の六時ごろ」

「俺が生まれた時間は昼過ぎの三時ごろです。よかった、安心しました」

「安心？　どうして？」

「妹がほしかったので」

「──ぶふっ」

　マリアさんが再び口元を押さえる。

「……妹。ええそうね。妹になるかしらね。三時間ちがいだけど。……ぶふっ」

「三時間でも年下は年下だし、妹は妹です。１と０の間にはたったの１しか違いがありませんが、そのふたつはまったく別物です。それと同じです」

「うん、うん。確かにそのとおり。理屈は通ってるんだけどね……ぷっ……！」

　ばしっ、ばしっ。

　俯うつむいて膝を叩たたき始めた。

　大ウケするあまり、マリアさんの肩がぷるぷる震えている。

　となりに座る娘さんの肩もぷるぷる震えてる。こっちはお察し。全身がハリセンボンみたい。少なくともウケちゃいない。

　ふむ、とちょっと考える。

　シナプスがフル回転。俺の脳みそが直感的にとある結論を見み出いだした。

　しかしこれ、さすがに不謹慎かな？

　いやでも、うん。いちばん効率がいいのはこの路線だろう。

　リスクはあるけど、このタイミングで提案しておくのがベストとみた。

「すいませんマリアさん。これは冗談だと聞き流してもらって結構なんですが」

　俺は姿勢を正す。

「だけど割と真面目な話でもあります。聞いてもらえますか」

「冗談なのに真面目な話？　ええ、ええ。聞きますよ、聞きますとも。なにかしら？」

「結婚したらどうでしょうか」

「結婚？　ええそれはもう。明日にでもわたしとタローさんは籍を入れるつもりだけど」

「おめでとうございます。でもそっちじゃなくて」

「……？」

「俺と娘さん。結婚しませんか」

　きょとん、とされた。

　マリアさんも、うちのお父さんですらも。

　もちろんギャルの娘さんも。

　俺は続ける。

「そうなればぜんぶ解決するんです。俺が娘さんを性的な目で見てしまう問題も、本当の家族になれるかどうか自信がない問題も。結婚するならむしろ今の方がいい。お父さんとマリアさんが籍を入れると、俺と娘さんが結婚するための手続きが面倒になりそうですから」

　しん、としてしまった。

　視線が集中する。

　もちろん俺に。マリアさん、お父さん、ギャルの娘さん。三人ともが、三者三様の目線で。俺の話を聞いてくれている。

　続ける。

「もちろんいろんなハードルはあります。俺と娘さんは今日出会ったばかりだし、そもそも年齢的に結婚はまだ無理ですから。でもそういう未来を選択肢のひとつとして想定しておいた方が、将来的にプラスに働く気がしたんです。ちょっと前までは当たり前のことだったわけですしね、初対面の相手と結婚とか、親戚同士で結婚とか。もちろんこれは俺の目線から見た考え方であって、ここにいる全員の同意を得られるとは思ってません。でも繰り返しになりますが、そういう方向も想定しておいた方がいいんじゃないかと。いろいろ考えて結論しました。みなさんの意見も聞かせてください」

　さらにしん、となる。

　俺は待つ。

　料理が運ばれてきた。

　鯛たいの塩しお竃がま焼きかな？　真っ白な塩のカタマリが魚の形に焼き上がっている。美う味まそう。

　場を支配する空気感を察して、店員さんがぎょっとした顔をしている。

「──あなたの息子さん」

　マリアさんがお父さんの方を見て、

「すごいわね。色々と」

「自慢の息子だよ」

　お父さんは酒を舐なめながら相好を崩す。
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　あなたのことが好きになったわ。

　マリアさんはそんな風に総括してくれた。

　あなたが丸裸でこっちに飛び込んでくれたのもわかる。応えなきゃねその気持ちには、とも言ってくれた。俺は頭を下げた。人生でいちばん深く。

　気を利かせて時間まで作ってくれた。

　ちょっと夜風に当たってくる、と言って、お父さんとマリアさんは個室を出ていった。この料理屋さんにはライトアップされた庭がある。ほころびつつある桜の花でも見物しながら、仲良くふたりで談笑でもしているのだろう。

　こちらも仲良く談笑──といきたいところだが。

「言いたいことがあったら言ってほしい」

　俺は新しい家族に向けて話を切り出す。

「時間は有効に使おう。お父さんもマリアさんもすぐに戻ってくる」

「……あなたが」

　深呼吸をひとつ、ふたつ。

　息を整えてから、近この衛えトーコが口を開く。

「あなたが頭のおかしい人だ、ってことは、よーくわかりました」

「別におかしくないぞ。俺の頭」

「おかしいでしょうどうみても。あなたの言動すべてが証明してるじゃないですか」

「変わり者あつかいはよくされるけどな」

　デザートのアイスクリームを食べながら俺は答える。

　うん。これも美う味まい。乳脂肪分たっぷりのぜいたく仕様。

「とにかく俺は言いたいことを言わせてもらった。できるだけ配慮したつもりではあるけど、礼儀知らずだと言われるなら謝る。それよりそっちの主張を聞かせてくれ。君が何をどう思ってどうしたいのか、俺はまだ何も知らないんだ」

「…………」

　彼女は無言で俺をにらみつける。

　意志の強そうな子だ。

　静かな怒りをたたえて正座する姿は日本刀を思い起こさせる。

　鋼は高温で鍛え上げられたのち、冷やされて黒々とした刃の本性を顕あらわすもの。

　こういう手合いは、本来ならあまり刺激したくないが。

「わたしは認めてません」

　ややあって。

　絞り出すように、近この衛えトーコは言った。

「認めないって、何を？」

「何もかもですけど──特にあなたでです、松まつ原ばらタクローさん。今日こうやって会って話してハッキリわかりました。あなたみたいな頭がおかしい人と家族になるなんて、ぜったいに嫌」

「そんなにおかしいかな」

「自覚ないんですか？」

「合理的なやり方を突き詰めてるだけ、のつもりなんだが」

「典型的な頭おかしい人の発言じゃないですか、それ」

「そうか？　少なくとも君のお母さんはそう思ってないっぽいぞ」

「それはそうでしょう。うちの母も頭がおかしいので」

　なるほどそういう認識。

　だいたい話が見えてきた気がするな。

「この結婚には反対？」

「もちろん」

「でも当人たちは乗り気だ」

「わかってます」

「結婚に必要なのは当事者ふたりの同意だけ」

「それもわかってます」

「俺はお父さんの息子として、お父さんの意思は尊重したいし、お父さんには幸せになってもらいたい。そっちはどう？」

「言われなくたって！」

　歯をむいて睨にらみ付つけてくる。

「わたしだってお母さんには幸せになってほしいですよ！　だから納得してるんじゃないですか！　──いえ、納得しようとしました！　でも無理！　だってあなたおかしい！　あなたのお父さんも──いえ、いい人なんだろうとは思いますけど！　でもやっぱおかしいから！　うちの母だってそう！　前からおかしい人だったけど、今回のは極めつけ！　ぜったいおかしいです！　これから家族になる、って相手と初めて会って食事してるんですよ!?　話の内容がなんか変だと思わないんですか!?　ついていけてないのがわたしだけって、理不尽すぎませんか!?」

「まあ落ち着いて」

「落ち着いていられますかこれが！」

　どんっ！

　とテーブルを叩たたこうとして──拳を振り上げるだけで止やめる、近この衛えトーコ。

　やっぱ育ちがいいんだな、と俺は感心する。

　ブチキレても良さそうな流れの中で、きちんと自制心を発揮する。

　これだけ俺に拒否反応を示していながら、丁寧なしゃべり方は変えていない。

　俺の彼女に対するポイントはますます上がった。見た目はギャルなのに中身はちゃんとしてるって、いいよね。というかなんで彼女ってギャルの格好してるんだろう？　まあ何かしら理由があるんだろうな。ここでは詮索しないが。

　それに、うん。

　いい傾向だこれはとても。

「思うんだが」

　アイスクリームを舐なめながら俺は言う。

「衝突は最初にしておくに限る、と俺は思ってる」

「……何の話です？」

「今の話。俺は言いたいことを言った。君も言いたいことを言い返してくれた。異文化交流の第一歩だ」

「……じゃあ、あなたはわざと頭がおかしいように振る舞っていたと？　異文化交流とやらのために？」

「いや。言いたいことを言ってただけだな」

「やっぱりただの頭おかしい人じゃないですか！」

「でも効率がいいのは確かだ。初対面で言いたいこと言って吐き出してしまえば、あとは印象の下がりようがない」

「それは机上の空論です！　じゃあどうするんですか、好き勝手に言い合いをして、その結果致命的に憎み合うことになったら！　取り返しが付かないじゃないですか！」

「だったらそれまでの縁だった、ってことだな。俺の経験上、ぶっちゃけてしまった方が、長い目で見ればいい関係になれる。したことないか？　そういう経験」

「…………」

　黙り込む。

　俺はまた好感を持った。

　経験があるんだろうな。

　でもって感情が素直に表に出てしまう性格。

　たぶん彼女の感情はこじれにこじれて、きっと俺には反論したくてたまらなくて、だけど理に適かなっていると判断したら耳を傾ける。傾けてしまう。

　いいね。妹にしたいタイプだ。事実上ほぼ妹だが。

「とにかくもう既定路線なわけだ。俺たちの親の結婚は」

　アイスクリームを食べ終えて、俺はスプーンを器に置く。

「君も認めてはいるんだよな？　この場に来たってことは。少なくとも死んでも反対する、って立場じゃないはずだ」

「死んでも反対したいですけどね。気持ちとしては」

「じゃあ安心だ。その若さで死ぬつもりはないだろ。……つまり、俺と君はどうあっても家族になる。少なくとも戸籍の上では。それに目的だって一致してる。俺はお父さんに、君はお母さんに、幸せになってもらいたい。その認識で合ってるか？」

「……合ってます。しゃくですけど」

「だったら仲間だ。俺と君は。仲良くするかどうかはともかく、手を組む価値はあると思うが？」

「…………」

　うううううっ、と。

　唸うなり声ごえをあげている。くちびるを噛かんで、上目遣いに俺をにらんで。

　とてもかわいい。

「……わかり、ました」

　声を絞り出す近この衛えトーコ。

　さっきも思ったけど彼女、こういう仕草がめちゃくちゃ似合うな。

「子供じゃないんですから。これ以上駄だ々だをこねても仕方ないです。要するにこういうことですよね？　わたしがあなたという悪夢を受け入れられるか、受け入れられないか」

「人を悪夢あつかいするのはどうかと思うが。まあだいたい合ってる」

「あくまでも利害関係が一致するだけです」

「理解してるよ」

「お互いの肉親のために、わたしたちはできるだけのことをする。わたしは我慢を。あなたは好き勝手を」

「交渉成立だ。握手するか？」

「嫌です」

　ぷい、とそっぽを向いた。

　スプーンに手を伸ばして、半分溶けているアイスクリームをかき込んでいる。

　そんな新妹を眺めながら、俺はふと思い出す。

「ああそうだ。ひとつ大事なことを忘れてた」

「なんですか。くだらない話ならそろそろ怒りますけど」

「俺のことはお兄ちゃんと呼んでくれ」

「……わたし、そろそろ怒っていいですよね？」
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　こうして俺と彼女は出会った。

　人生は何が起きるかわからない。

　明日からどんな生活が始まるか、とても楽しみだ。





interlude







　最悪！

　本当にもう最悪！

　何なんですかあの人!?　嫌いです！　本当にああいうの嫌い！　意味不明で理解不能！　同じ人間とは思えません！　もしかして宇宙人か何かなの!?

　今ここでハッキリと書き残しておきます。

　この先、一生、彼とわかり合うことはないと思います。

　松まつ原ばらタクロー。駄目ですわたし。生理的に受け付けません。




　……あとでこの文章を読み返して後悔する？

　ないです、ないない。そんな可能性は万に一つも、いいえ百パーセントあり得ません。




　ただ、まあ。

　度胸は据わってるように見えます。動じないというか、自分を持っているというか。

　物事をハッキリ言う人でもあります。頭はおかしいけど、たぶん頭は悪くない。

　ちょっとだけ『あの人』に似ているかも知れません。だからといって、どうということもありませんけど！

　悪いところばかり挙げるのは不公平な気がするので、一応はいいところも挙げておいたというだけの話！　ただそれだけです！　本当に！




　ああもう、とにかく頭が痛いことばかり。

　あんな男に振り回されてるヒマなんて、わたしにはないというのに……





好感度：[image: ]∞（測定不能）
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三月二十四日（Ａパート）







　時に、だが。

　俺はまだるっこしいのが苦手だ。

　できるだけ最短距離を選びたいタイプ。だってその方が効率いいだろう？　配慮したり遠慮したりで回りくどい道を選ぶ、それは確かに日本人的な美しさかもだが。マイナスの結果になることが多い気がするんだよな、経験上。

　もちろん周りの状況と相談しながらだ。でないと単なる身勝手になってしまう。自分の意思と権利は大いに主張すべきだが、本能の赴くままに『だけ』生きてる人間は、社会的な生き物じゃないと思うので。
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　というわけでデートに誘った。

　相手はもちろん、新しくできた妹である。




「勘違いしないでください」

　待ち合わせ場所の池いけ袋ぶくろ。

　出会い頭に彼女──近この衛えトーコは宣言してきた。

「デートじゃないですからこれは。断じて」

「いやデートだろう」

　俺も即座に反論する。

「美人のギャルと、同い年の俺が、ふたりだけで買い物に出かけるんだ。誰がどう見てもデートです」

「お母さんとそちらのお父さんに言われて仕方なく、です」

　妹はおかんむりの様子だ。

　まなじりをつり上げ、眉間には深いシワ、両肩をいからせている様子は小動物の威嚇によく似ている。

　すごくかわいい。

「というかあなたですよね？　うちの母をそそのかしたのは」

「何のことかな」

「今日の段取りのことです。わたしとあなたがふたりだけで買い物をするように仕組んだでしょう？　新しい引っ越し先で必要なものがたくさんある、とか何とか理由をつけて」

「必要なものがたくさんあるのは事実だ」

「Amazonとか楽らく天てんで買えばいいじゃないですか」

「現物を目で見て触って決める。賢い買い物の基本だろう」

「ネット通販だって賢い買い物の代表です。レビューを比較しながら各店の値段を比較するのも買い物の醍だい醐ご味みで──いえ、そんなことはどうでもよくて。あなたの仕込みなのは明らかです。それに母の顔を見ればわかります。ぜったい悪だくみしましたよね？」

　悪だくみとは人聞きの悪い。

　新しい家族とコミュニケーションを取りたくて、あれこれ根回ししただけだ。

　まあお父さんもマリアさんも浮き浮きしてたけどな。

『デートだな！』

『デートよね！』

『お小遣いをあげよう。タクロー、しっかりやってきなさい』

『だいじょうぶ。うちの娘、そんなに手て強ごわくないから。あ、買ってくるものは何でもいいわよ？　使い道はあとで適当に見つけるし』

　みたいな感じ。

　理解があり、協力的な両親を持つことへの圧倒的感謝。

　俺がすべきなのは、この立場を最大限に生かすことだ。

「仲良くなるにはこれが一番だと思った」

「わたしはあなたと仲良くなる気なんてありません」

「この場に来てくれただけで上出来だよ。少なくとも何らかのコミュニケーションはこれで取れる。というか今もこうやって取ってる」

「わたし、あなたへの警戒心と敵対心を隠してないつもりなんですが」

「ケンカは歓迎。無関心よりはるかにマシだからな。実際、こうしてる間にもいろいろわかったことがあるよ──君は賢い買い物に関するポリシーを持ってること。悪だくみだと思っててもこの場に来てくれるヤツだってこと」

「ハッキリ言っておきたいからです。わたしはあなたに興味がないってこと。できるだけあなたには関わらずにいたいってこと」

「いいことだと思う。自分の主張を口にできるのは」

「……あなたって」

　歯ぎしりしながら彼女はうめく。

「なんか上から目線ですよね？　言い方とか態度とか」

「そう見えてるなら申し訳ない」

「自覚ないんですか」

「好き勝手言わせてもらってるのは確かだから、誤解されるのは当然だよ。だから俺はいつもあちこちで頭を下げてる。頭を下げてればなんでもいい、ってわけじゃないだろうけど、まあこういうキャラなもんで」

「そういうところです、嫌いなのは……自覚があるのに好き勝手やるって、動物ですかあなた。自覚があるなら自重もしてください」

「そう怒るな妹。美人が台無しだ」

「あなたに妹よばわりされるいわれはありません！」

　ぷんすか──っ！

　威嚇してくる妹。

　あえて言う。かわいい。

「まあこのへんにしとこうか、妹よ」

「だから呼び方！」

「続きはよそでやろう。これ以上ここで目立ちたいなら話は別だけど」

「──っ!?」

　あわてて左右を見回す妹。

　やっと気づいたか。

　待ち合わせ場所である。池いけ袋ぶくろの定番、いけふくろう。
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　春休みの平日でしかも昼間。決して人通りの多い時間帯ではないが、それでも行き交う人たちの姿は引きも切らない。

　こんな場所で口論である。

　それも普通に見れば痴話げんかの類たぐい。

　まあ集めますよ注目を。足を止めて眺めますよ、いくらみんな忙しくても。

「…………」

　妹の顔が真っ赤になった。

　注目を集めていることを知って脂汗をかいてるんだろう。ついでに冷や汗も。

「じゃ、行こうか」

　うながして俺は歩き出す。

　うつむきながら妹もついてくる。

　できれば手を引いてやりたかったけどな。さすがにこのタイミングでやるのは自重。

　俺だってちゃんと読むんだよ、空気ってやつを。





　　　　　　　†






「さて。それじゃコーヒーでも飲むか」

「えっ」

「コーヒー。嫌いか？」

「待ってください買い物は？」

「あとでいい。電車に乗ってここまで来るのに疲れただろう？」

「疲れてませんけど。何時間も掛かるわけじゃないですし」

「それでも一息いれるに越したことはない。今日は長丁場になる」

「ちょ、いえちょっと待って、そんなに長く付き合うつもりないんですが。必要なものを買ったらそれで十分で」

　スターバックスに入った。

　お小遣いをもらったので、ちょっと奮発だ。

「あなたって」

　着席しながら妹がジト目をしてくる。

　カップからは香ばしいコーヒーの湯気。

「本当に強引なんですね。ますます嫌いになりました」

「すまんな。付き合ってくれてありがとう」

「……そのくせすぐに頭を下げるし」

「こっちの主張を通させてもらったんだ。感謝はするし、軽い詫わびぐらいは入れるもんじゃないのか」

「それはそうですが」

「何か不満でも？」

「いちいち微妙に筋が通ってるのが腹立たしいです」

「そう言われてもな」

　コーヒーに砂糖を入れながら、俺はくちびるを尖とがらせる。

「最初から言ってると思うけど。俺が主張してることはひとつなんだよ」

「といいますと？」

「なるべく効率よく、なるべく誠実に。基本的なルールはそれだけ。あとはなるべく思い切りよく。うだうだ悩んでると、タイミングをなくして後悔することが多い気がするんだよな。そっちはそういう経験ない？」

「ないとは言いませんが」

「じゃあいいじゃん」

「でもその一点張りで来られると、すごくもやもやした気持ちになります」

「すまんな。性分だ」

「と、いうか」

　妹が目を瞬かせる。

「まだ入れるんですか。砂糖」

「入れる」

　コーヒーに砂糖を追加。

　これで六本目。

　さらに七本目。

「入れすぎでは？」

「そうか？　甘くて美お味いしいぞ」

　コーヒーをぐるぐるかき混ぜて味見。

　うん。甘くて美味しい。

「……甘くないです？」

「甘いよ。甘くしてるんだから」

「コーヒーの味がなくなりませんか、それ」

「むしろ味が引き立つと思ってるが？」

「とことん、相あい容いれませんね……」

　苦い顔。

「そっちは？　砂糖入れないのか」

「入れません」

「大人ぶってる？」

「誰が。ノンシュガーの方が好みなだけです」

　ぷいっ、と顔を背けながらコーヒーをすする妹。

　アニメとかだと、慣れないコーヒーの苦味に吹き出すシーンだな──と思ったけど、別にそんなことはなかった。すいすい飲んでる。大人だ。

　俺は尊敬の眼まな差ざしで妹を見た。

「なんですかその目は」

「ん？　尊敬の眼差しだが」

「……あなたって、ぜったい変人ですよね」

「よく言われる。──で、その変人と、これからひとつ屋根の下で暮らしていくことになるわけですが」

「既定路線みたいに言わないでください」

「え、ちがうの？」

「わたしだけどこかに部屋を借りる手もあります」

「それは現実的な路線？」

　返事はなかった。

　代わりに妹は仏頂面でコーヒーを飲む。

　ブラフの類たぐいは得意じゃないらしい。俺もだが。

「契約の話をしよう」

　コーヒーをかき混ぜながら俺は切り出す。

「俺たちの利害が一致することはわかってる。俺はお父さんの、そっちはマリアさんの幸せを」

「願ってますね。その点は認めます」

「俺たちのわがままで、せっかくのチャンスをフイにするのはかわいそうだ。少なくとも俺たちはそう思ってる──その理解で合ってるか？」

　うなずく妹。

　苦い顔だ。やっぱ砂糖、入れた方がいいんじゃないか？

「あんまり好きなやり方じゃないんだが、そっちはその方が安心だろう。つまり約束事を決めておきたい。ルールを決めるんだ。スムーズに力を合わせるためのすり合わせ」

「わたしからの要求はひとつだけです。わたしには関わらないでください。目も合わせたくないし、同じ空気も吸いたくないし、とにかく接点を持ちたくないんです。そっとしておいてほしい、それだけがわたしの要求です」

「無理だな」

　俺は首を振る。

「同じ家に住む以上、君の要求は通らない」

「わかってます。それでもできるだけ──」

「できるだけ、っていうのも難しい。部屋を別にする、風呂を別にする、食事を別にする──やれることは色々あるけど、同じ家に住んでいながら何の接点も持たずに生活するのはコストが高すぎる」

「問題ありません。少しぐらい面倒でも何とかします。あなたと関わらないでいられるためなら」

「俺が無理。賭けてもいい」

「諦めが早すぎません？　努力するつもりはないと？」

「自分を知ってるんだよ」

　ふたたび首を振る俺。

「俺はそういうの無理。ひとつ屋根の下に暮らしてる人間と接点を持たずに生きていくなんて不毛すぎる。そもそも君の要求は俺たちのコンセンサスにそぐわないだろう。そんな冷戦状態をお父さんとマリアさんが見たら、絶対に悲しませることになる。ちがうか？」

「それはそう、ですけど」

「それと率直な指摘で恐縮だが。君の主張は子供すぎるし、感情的すぎる。俺に対していい印象を持ってないのはわかってるけど、もっと冷静に物事を見てもいいはずだ。それができない人間だとは思えないんだけどな」

「…………」

　黙ってコーヒーをすする妹。

　混み合ってる店内。隣の席からキャラメルマキアートの香り。

　店員さんたちが読み上げる長い呪文みたいなオーダーと、ひしめくお客さんたちが交わす雑談のコントラスト。

　俺は八本目のシュガースティックを開封しながら、じっと待つ。

　妹は俺の甘党っぷりにツッコミを入れることもなく、真剣な様子で葛藤している。頭を掻かいたり、眉間にしわを寄せたり、何度も首をかしげたり。

　俺は好感を持った。

　素直な性格なんだろうな。この場は適当に流しておいたり、なあなあで済ませておいて、結論を先延ばしにしつつ、自分に有利な方向へもっていく。そんなムーブを取ることだってできるはずなのだが。

　守ってあげたくなるタイプだ。あと騙だまされやすそう。

　でもってあんまりギャルじゃないよな、中身は。見た目に反して。

「わかりました」

　ややあって、ようやく彼女が口を開く。

「認めます。わたしが子供な態度を取ったのも、大人の対応じゃなかったことも」

「ふむ」

「……なんか腹が立つんですけど？　その態度」

「相づちを打っただけでこの噛かみつかれっぷりよ。そういうのも嫌いじゃないが」

「あーもー話を進めます。とにかく、わたしが無む茶ちやな要求を通そうとしたのは確かですから。もう少し現実的な話をしましょう」

「具体的には？」

「わたしたちの基本的な契約は、こういうことになると思います。──まず第一に、無難に家族としての関係を構築すること」

「異議なし」

「仲良くはできなくても、両親を安心させられる程度には適度な付き合いをすること」

「それも異議なしだ」

「わたしにとって、あなたの第一印象は最悪です」

「不本意だけど、まあわかる」

「それでもわたしは、できるだけ平和的に振る舞おうとする意思があります。あなたとは喧けん嘩かもしないし、必要以上に避けたりもしない。当たり障りなくひとつ屋根の下で生活する、そのためにお互い譲り合う用意もある」

「パーフェクトだ、ウォルター」

「……？　なんですウォルターって」

「わからなかったら流してくれ。とりあえず言いたいのは、君の方針は俺の方針とまったくもって一致してる、ってことだ」

「契約は成立、ですか」

「不本意そうだな？」

「どっちに転んでもマイナスですから」

「ちょっとでもマイナスが少ない方向に転んだなら、それでよしとしよう」

「それともうひとつ」

　妹が怖い顔をした。

　凄すごんでみたところで可愛かわいいんだが、そこは言わずにおく。

「わたしには指一本、触れないでください」

「ほう」

「当然ですよね？　自分のことを性的な目で見てる、と宣言している人が相手なんですから。警戒するのは当たり前です」

「ＯＫわかった。そこはまったく問題ない……というか最初から言ってることだしな。俺は君のことを性的な目で見るけど、絶対に手は出さないって」

「信用できません」

「そりゃそうだ。信用はこれから積み重ねていくんだから。今この時点で俺が全面的に君から信用されてたら、逆に心配になる」

「……本当に口の減らない人」

　渋面を作る妹。

「言っておきますけど。約束を守れなかったら死罪ですからね？」

「指一本でも触れたら死罪て。恐怖政治すぎる」

「守れないんですか？　自分の理性に自信がない？」

「まさか。その点には絶対の自信がある」

「若い男の人って、下半身でしか物事を考えられないって聞きましたけど」

「そんじょそこらの連中と俺を同じにしてもらっちゃ困るね」

「言いましたね？」

「言ったともさ。万が一にもそんな事態になったら、土下座して謝るよ。妹に手を出すなんて最低の男だからな」

　身を乗り出して睨にらみ付つけてくる妹。

　俺は余裕の表情でコーヒーを飲む。

「……いいでしょう。言げん質ちは取りました」

　渋々、といった様子で妹は矛を収める。

「そこまで言うなら信用します」

「うん。そうしてくれ」

「絶対ですよ？」

「わかってる」

「死罪ですからね？　約束を破ったら」

「それもわかってる」

「ハラキリですよ？　打ち首獄門ですよ？」

「はいはい。何度も言わなくたってわかってるって」

　しつこいよ、とばかりに片手を振る俺。

　……とはいえだ。

　一抹の不安もないのか、と問われたら。ないとは言い切れない。

　いや。自分の理性は信用している。手を出さないと決めたなら、俺は俺の誇りに賭けて自分の言葉は守る。

　人生は信用が第一。

　吐いた唾は飲まない。それが俺の人生の前提なんだ。

　んでもなー。

　そういえばひとつ、忘れてたことがあるんだよなー。

　松まつ原ばらタクローという人間の、少しばかり強めの個性について。

「そろそろ行こうか」

　コーヒーを飲み終えたところで俺は席を立つ。

　デートの本番はこれからだ。お買い物に手を抜くつもりはない。口実とはいえお父さんとマリアさんから託された以上、全力で職務は果たす。

　なおかつ新しくできた妹と打ち解けられるように立ち回る。

　食事に関してもプランを立てなければ。我ながら急な話だったから、店の雰囲気や値段の検討をしきれていない。

　考えることが多かった。

　考えることが多いと注意力が散漫になる。

　誰しも経験のあることだろう。ただし俺の場合は──

「あ」

　ミスを犯した。

　俺は両手にカップを持っていた。コーヒーが入っていたカップと、口直し用の水が入ったカップだ。

　つま先が何かに引っかかってバランスを崩した。

　崩したバランスを修正すべく、両脚を踏ん張った。

　その拍子に太ももをテーブルの角に当てた。

「痛っ!?」

　店を出る前に口直しをしようと残していたお冷やのカップが、斜めに傾いた。

　傾いた先にいたのは妹だった。

　ばしゃり、と。

　広がった水がぶっかけられた。

　妹の胸元あたりを中心に。

　白いブラウス。

　思いっきり透ける下着。

「…………」

　きょとん、とした顔の妹。

　ぱちくり、と瞬きひとつ。

　ただでさえ美人ギャルの格好をした彼女は、目立つ。

　異変の空気を察したお客さんたちの視線が、集中する。下着の色がブラウスの色と同じ白色だったことを、多くの人々が目に焼き付けたことだろう。

　妹の顔が真っ赤になった。

「すまん」

　俺はスピーディーに頭を下げた。

　ついでに言い忘れていた情報も明かすことにした。

「俺、おっちょこちょいなんだ」





　　　　　　　†






　信頼は積み重ねてこそ。

　どうやらこれは、長くて苦しい戦いになりそうだ。





interlude







　最悪！

　本当の本当に最悪です！

　なぜならわたしが思っていたより、もっとずっと最悪なことになってるから！

　だって最悪じゃないですかこの人！

　あれだけ格好をつけておいて『俺、おっちょこちょいなんだ』とか！　どの口でそれを言いやがるんですか！　人前であんな大恥をかかされたの、わたし生まれて初めてです！　今思い返しても恥ずかしい……。




　というか、安請け合いしすぎじゃありませんか？　この人。

　もしかして口だけの人なんですか？

　度胸は据わってるように見えるとか、動じないとか……そんな風にわたし評価してましたけど。ひょっとしてただのお馬鹿な人だったり？

　指一本触らないとか、自信満々に約束してましたけど。自分の理性に絶対の自信があるとか、そんなことも言ってましたけど。

　わたし、得意になって『言げん質ちを取った』とか言ってましたけど。こういう人が相手だと何の意味もないのでは？

　ああもう本当に最悪……こんな人と一緒に住むことになるなんて、悪夢としか思えません。夢だったら早く覚めて……もう無理です本当……




　でも、この時のわたしはまだわかってなかったんです。

　松まつ原ばらタクローという人物が、わたしが想像しているよりはるかに危険で、天然で、扱いにくくて、とにかく本当の本当の本当に最悪な人だった、ってことを。





好感度：０／１００
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三月二十四日（Ｂパート）







『運動神経はいいんだよ、お前って』

　とは親友の弁。

『ただ、たまーにスイッチが入っちまうんだよな。なんていうか、ドジ踏む時のさ』

　長年の付き合いだ。

　親友の分析は正確かつ、実際にそれを見て経験した者に特有の臨場感がある。

『そういう時はなんつーの？　いわゆるフィーバータイムみたいな？　連続でやらかしちまうんだよ、やっちゃいけないことを。もしくは〝それ、そこでやるか？〟みたいなことを、わざとか、ってタイミングでカマしちまう。まあしょーがねーよ、そういう星の下に生まれちまったんだろうから。そういうヤツなんだと思って付き合っていくしかねーよな、こっちとしては』





　　　　　　　†






　俺のミスを妹は許してくれた。

「ミスは誰にでもあります」

　服にしみた水をハンドタオルで拭き取りながら、彼女は淡々と言う。

「誰にでもあるミスをことさらに取り上げて、うだうだと文句を言う趣味もありません」

「ありがとう。恩に着る」

「勘違いしないでください。誰も許すとは言ってません」

　店を出てすぐ近くにある公園。

　市民の憩いの場、特に〝その筋〟の女子にとってはちょっとした〝聖地〟とも言えるその場所で、俺は妹のお叱りを甘んじて受けている。

「貸しひとつ、です」

　震える声を抑えながら妹は続ける。

　許してはくれたけど怒っている。当然だと思います。

「それでいいですよね？　どんな理由であれ、こっちは恥をかかされたんですから」

「異議なし」

「なんか上から目線な受け答えに聞こえますけど？」

「そちらの言い分に、こちらは何の反論もありません。申し訳ございませんでした」

「まあいいです。早くこの苦痛の時間を終わらせましょう。するんですよね？　買い物」

「はい。します」

「必要なもののリストを知ってるのはあなたなんですから。あなたがエスコートしてください」

　無論そのつもり。

　俺は公園を出て歩き始めた。

　まずはサンシャインシティに向かう。

　名誉の回復と汚名の返上は、まさにこれから、なんだけど。

「なあ妹」

「妹よばわりしないでください。何ですか？」

「なんか距離、遠くない？」

　そう遠かった。

　俺と近この衛えトーコの間にあるパーソナルスペース。

　ゆうに三メートルは開いている。

「何もそんなに離れなくても」

「いいえ離れます。さっきみたいな恥をかかされたくないので」

「大丈夫だってそんなに警戒しなくても。確かに俺はおっちょこちょいだけどさ。あんなミスはそうそうやらないって」

「信用できません」

　にべもなかった。

　まあ信用がないのはわかる。

　なんなら俺も信用してないからな、俺のこと。

「というかしゃべりにくい。もっと近くに来てくれないか」

「嫌です」

「赤の他人の距離だよそれ。俺たち兄妹きようだいなのに」

「知りません。あなたに近づくとろくなことがない、ってわかりましたから。わたしはこの距離を維持します」

「まるで取り扱い危険物みたいな言いよう」

「実際そうでしょう？」

　まあ大筋で同意。

　仕方ないか。とりあえずやりたいようにやってもらおう。

　信頼関係を築くのはその後でいい。

　そもそも信頼は急いじゃいけない。彼女が怒って帰らなかった時点で、コミュニケーションの拒絶を選択しなかった時点で、十分に目的には適かなってるんだ。

　お互いを知ること。

　まして俺という人間を理解してもらうこと。

　そりゃ時間は掛かるさ。釣りと同じで焦りは禁物。




　サンシャインシティに着いた。

　春休みの平日、人の出はそれなりといったところ。

　エスカレーターに乗りながら俺は訊きく。

「ここに来たことは？」

「いえ。初めてです」

「そっか。まあ見ての通り、けっこう広いところだから。慣れないと迷子になる」

「迷子になんて誰がなりますか」

「だといいけどな」

　実際に俺、油断すると迷子になるからな。

　とはいえ今日はそんな醜態を見せられない。

　注意深くいこう。しっかり脳内シミュレーションを。巨大ショッピングモールの構造を確認しながら、本日の最適ルートを考察。

　よし完璧。

　前日から入念にプランニングしてきた攻略法。新しい妹との記念すべき共同作業、ここで株を上げられれば将来も安泰──

　と思った矢先だった。

「あ」

　エスカレーターを登り切ったところ。

　少し段差になっている、『足元にご注意ください』とご丁寧に注意喚起してある、あのデンジャラスポイントで。

　俺は足をもつれさせた。

　そのまますっころんだ。

　べったーん！　と顔から床に突っ込んだ。

　一瞬にして凍りつく空気。

「ちょっ!?　何やってるんですか！」

　妹の悲鳴。

　俺は間髪入れずに立ち上がる。

「ふう」

　汗を拭いながらホッと胸をなで下ろす。

「よかった。助かった」

「えっ、どこが？　思いっきり転んでますよね？」

「助かってるよ」

　通行人の邪魔にならないよう移動しながら、俺。

「だって、ほら。鼻も折れてないし歯も折れてない。もちろん命には別状がない。あ、でもくちびるは切れてるな」

「……それ、助かってなくないです？」

「ちょっと痛いところがあって、ちょっと恥をかいただけ。周りの迷惑にもならなかった。セーフだよセーフ。どうよこれ？」

「何でそんな誇らしげなんですか。ミスしたことは変わりないでしょうに」

「だって君が無事で済んでいる」

　俺は胸を張った。

「いつもの俺のパターンなら、君に向かって倒れ込んで、胸の谷間に顔のひとつも突っ込んでいるところだ。でもそうならなかった。これは大きな成果だよ」

「……それ、自慢できることですか？」

「大きな被害が出なかった、という意味では胸を張っていいと思うな」

　言葉どおり俺は胸を張った。

　妹は呆あきれ顔がおだ。

　うーん。ここはマイナスの印象を免れないか。

　まあ仕方ない。ポイントは別のところで稼ぐ。

「さあこっちだ。先を急ごう」

　妹の前に立って俺は歩き始める。

　妹はしかめ面で三メートルうしろをついてくる。

　向かった先は、生活雑貨全般を取りあつかう店。

「何を買うんですか？」

「カーテン、シーツ、枕、スリッパ……他にもいろいろ検討するものがあるな。いいきっかけだから思い切って新しいものをそろえたい、っていうのがスポンサーのご意向だ」

「けっこうお金、掛かります？」

「予算は下りてる。心配はいらない。家族全員で新しい生活を始めるんだ、環境も新しいものにしたい、っていうのは自然な心理だろう」

「…………」

「そんな顔するな。君がどうしたいかはともあれ、うちのお父さんとマリアさんは新しい生活を始める。ふたりへの御お祝いわいの意味もかねて、なるべくいい物を選ぼう。俺たちふたりにとっても初めての共同作業だ」

「その言い方、シャクにさわるのでやめてもらえます？」

　にべもなかった。

　気を取り直してアイテム探しを開始。

「サイズとかどうするんです？」

「問題ない。家の間取り図をもらって、大体の寸法はシミュレーションしてある」

「ふうん……」

「めっちゃジト目してるけど。何か不安でも？」

「ここまでの流れで不安に思わない方がおかしいでしょう」

「だいじょうぶ。こういう作業には割と強いんだ」

「ちゃんと計算とかしました？　メモとかもちゃんと取ってます？」

「問題ない。何度も念入りにチェックした。用意は完璧だ」

「イージーミスってそういう時に起きますよね」

「やめてそういうの。フラグが立っちゃう」

　立て続けに醜態をさらすわけにはいかない。

　俺は気合を入れ直した。

　慎重に、それでいて大胆に。

　選んでいく。カーテン、シーツ、枕、スリッパ。

「どうかな？」

「ふうん。まあまあじゃないですか」

　俺の選んだアイテムをチェックして、妹がうなずく。

「悪くないチョイスだと思います。少なくともお母さん、嫌いじゃなさそう」

「マリアさんの趣味に合ってるか？」

「まあ、外れてはいないですね」

「よし。事前のリサーチは成功だな」

「……そんなにたくさんやり取りしたんですか？　うちの母と」

「ＬＩＮＥとかでいろいろと。けっこうマリアさんの雰囲気っていうか、感じっていうか、そういうのは理解したと思う」

「ふうん」

　くちびるを変な風に動かす妹。

　相反する気持ちを同時に抱いて、もにょもにょしてる感じ。

「その顔はあれか？　『へえ、やるじゃん』っていう気持ちと、『でも認めるのはシャクにさわる』っていう気持ちが二律背反してる心情を表しているのか？」

「勝手に人の顔色を読まないでください」

　にらんできた。

　それから声の調子を変えて、

「……まあでも、そうですね。確かにおどろいています。うちの母って取っつきやすい人ですけど、懐に入り込むのは難しいタイプなので」

「ほうほう」

「ゆるキャラと東南アジアっぽい民族趣味を組み合わせたこのスリッパとか、お母さん好きそう。こんなのよく選びましたね」

「なんかピンと来たんだよな、それ。……まあとりあえず一安心だな。妹のお墨付きももらったことだし」

「妹よばわりしないでください」

　妹はそっぽを向いた。かわいい。

　でもって本当に一安心だ。株を下げることばかりやってしまったからな。

　そして安心したところに落とし穴があった。

「じゃあ次いくか」

　妹の方を見ながら踵きびすを返した時に、それは起きた。

　何かがぶつかってきた。

　あとでわかったことだが、ぶつかったのは俺の方だった。

　激突したのはディスプレイされたマネキン。

　俺は思わず「はわっ」と反射的に後ずさった。

　後ずさった先に妹がいた。

　事故の可能性に気づいた俺は回避行動を取ろうとした。

　それがさらに状況を悪くした。無理な体勢を取って足がもつれた。

　どんっ。

　すってんころりん。

　俺はコケた。妹を巻きぞえにして。

　気づいた時には、俺は妹の胸の谷間に顔をうずめていた。何を言ってるのかわからねーと思うが、俺も何を言ってるのかわからない。まあでもそういうことは起きる。たまに。いやわりと高い頻度で。俺の場合は。

「……」

　妹はきょとん顔だ。

　短いスカートが太ももの付け根あたりまでめくれ上がって、見る角度によればけっこうまずいことになってると思う。

「すまん」

　あわててどこうとした。

　あわてたのがいけなかった。

　たぶん、わりと滑りやすい床だったんだと思う。店員さんが清掃の時間にしっかり磨いてくれてるんだろう。すばらしい勤務態度だと思うけど、そういうの用意されると俺、けっこうな頻度でやらかしてしまうんだよな。
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　まんまと足を滑らせた。

　怪け我がを避けるべく、反射的に腕を伸ばした。

　伸ばした腕が向かった先は、まだ尻餅をついたままの妹の胸だった。

　胸を揉もんでしまった。

　ぴしっ、と音を立てて、妹の顔が固まった。

　俺も固まった。いや引きつった。

「すまん」

　手をどけて頭を下げた。

「…………」

　妹はまだ固まっている。

　周りのお客さんたちが『え？　何なに？』という様子で俺たちを見ている。

　妹が立ち上がった。

　スカートの埃ほこりを払って歩き始めた。

　すたすたすたすたすた。

　俺も同じ歩調で追いかける。

「──もしかして、ですけど」

　店舗と店舗の境目、非常階段のある近く。

　人目が少ない場所に移動して、深呼吸を何度かして。

　怒りを抑えた震える声で、妹はようやく口を開く。

「もしかしてあなた。もしかしてなんですけど」

「はい。なんでしょう」

「あなた、本気の本気でおっちょこちょいなんですか？」

「はい」

　俺は認めた。

「今日はいくらなんでもひどすぎるけどな。でもまあ、元からそういう傾向があるのは確かだと思う。周りからもよく言われる。俺、おっちょこちょいです」

「なんか開き直ってません？」

「そう思われたなら謝る。こういう自分と上う手まく付き合っていくしかないとは思ってるけど、それが免罪符になるとは思ってない。重ねて今日は申し訳ない」

　頭を下げた。

　妹は納得してない顔だった。

　それでもどうにか気持ちの整理をつけてくれたようだ。

「まあ、いいです。ぎりぎり」

　何度もため息をついてからそう言ってくれた。

「わたしも子供じゃありません。世の中にはいろんな人がいることを理解しています。あなたみたいな人もまあ、いるんでしょう。実際目の前にいるんですから」

「うん。なんかごめん」

「しかもあなたは、どうやらこれから先、ものすごく嫌なことですけど、家族になる相手、ということになるんですから。本当に嫌ですけど」

「そこまで嫌なことを受け入れてくれて感謝の念に堪えません」

「なので今日は許します。がまんもできます。あくまでも今日だけのことでしょうから。次からはこういうことは起こらない。……そう信じていいですよね？」

「いや。たぶん無理だな」

「あ────な────た────は────ッ!?」

　妹がキレた。

「なぜそうも！　あっさり！　あきらめるの!?　人がフォローしてるのに！　人が！　せっかく！　フォロー！　してるのに！」

　地団駄を踏んでいる。

　たぶん彼女、人生でここまでキレたことないんだろうな。キレ方が不器用というか。

　不謹慎は承知だけど、かわいい。

「安請け合いはできないよ」

　なるべく冷静に俺は言った。

「俺は俺っていう人間をよく知ってる。この手のやらかしはたぶん何度もやる。これまでの経験上、ほぼ間違いなくそうなる」

　思えば懐かしい。

　我が親友殿も出会った当初、近この衛えトーコと似たような反応を示したものだ。今じゃすっかり達観して受け入れてくれてるけど。

「もちろん努力はする。でもたぶん気負いすぎていい結果は出ない。気負うな、っていうのも無理な話だ」

「なぜ!?」

「いや無理だろ。こんな可愛かわいい妹ができて平然としてるのは」

　むぐっ、と。

　一瞬だけ口をつぐむ妹。

　俺は重ねて言う。

「それに今日の俺は特に気を張ってる。初めて妹をエスコートする日だから気合も入れてきた。その気合が悪い方向に転んだのなら、俺としてはもうなんとも仕方ない。もちろんいい方向に転ぶことの方がはるかに多いんだぞ？　それは自分の名誉のために言っておくけど」

　いやこれは本当に。

　いちおう俺、トータルで見たら悪くない部類に入るはずなんだよな。そこは親友に訊きいてみてくれ。もしくは俺を〝政敵〟と呼んで憚はばからないアイツにとか。

「ところで覚えてますよね？」

　妹が声のトーンを低くする。

「わたしに指一本でも触ったら。どうなるんでしたっけ？」

「死罪だったかな。打ち首獄門だったかも」

「指一本どころの話じゃなかったですよね、さっきのは」

「覚悟はできております。とりあえず土下座からで？」

「これ以上わたしに恥をかかせるつもりですか。人の目があるでしょう」

　盛大にため息をつく妹。

「はあ……もうわかりました。怒る気も失うせます」

「許してもらえる？」

「許しません。でもここは収めます」

　だそうである。

　寛大だ。

　俺は妹を感謝の目で見た。「……気持ち悪い」妹は引いた。

「言っておきますけど。次はありませんよ？　絶対ですよ？」

「わかってるとも」

「本当ですからね？　今度あんなことがあったら、絶対に許さないですからね？」

「もちろんさ」

「……いいでしょう。買い物を続けます。こっちもだんだん意地になってきましたから。どうあっても買い物を無事に終わらせてみせます」





　　　　　　　†






　というわけで試合続行である。

　俺としても名めい誉よ挽ばん回かいの機会は欲しい。一も二もなく、この買い物ミッションを続けることに同意したわけだが。

　でも今にしてみればアレだよな。

『絶対ですよ？　絶対ですからね？』って。

　世の中じゃフラグが立つ、って呼ばれるやつなんだよな。どう考えても。





interlude
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　あはは。

　笑えてきます。

　最悪を通り越すと笑いしか出ないんですね。わたし勉強になりました。




　男の人に胸を触られるなんて生まれて初めてです。かかりつけのお医者さんは女性の方ばかりだったし。びっくりしすぎてすぐに反応できませんでしたけど、もっと怒るべきだったでしょうか？　あの人のあまりの粗そ忽こつ者ものっぷりに振り回されて、呆あきれすぎて、もはや一周回ってどうでもよくなってしまいましたけど。これって事案じゃないですか？　訴えたら勝てますよね？




　もはや彼に対する印象は、マイナスをはるかに通り越して絶対零度です。

　というか悪びれないんですね、あの人。

　いえ悪いとは思ってるんでしょうし、本気で頭を下げてるんでしょうけど。なぜか前向きというか。頭を下げても折れていないというか。反省しても、しょげ返るわけじゃないというか。

　人のことを『可愛かわいい』とか平気で言うあたりもマイナスです。他の女の人にもそういうこと気軽に言ってるんでしょう、どうせ。ちょっと嬉うれしかった、少しだけドキッとした、なんてことはありません。ええ絶対に。本当ですよ？




　そう。

　この時にはうすうす気づいてました。

　松まつ原ばらタクローという人が、ただのおっちょこちょいの粗忽者、っていうわけじゃなさそうだ、ってこと。

　だってそれにしては、妙な雰囲気があるんです……まあ何も考えてない自信過剰な男、ってだけかもしれませんけど……ね。





好感度：２／１００







三月二十四日（Ｃパート）







　俺を〝政敵〟と呼ぶあいつはこう評する。




『あの男を上っ面だけ見て論じるのは愚の骨頂』




　であると。

　それだけ俺のことを買ってくれてるのかな、と思いきや、




『あの男の本質は、丁寧に一枚一枚、その表皮を覆っている薄皮をめくっていかなければつかめません。あたかもらっきょうの皮をむくように、彼の中身を暴いた先にあるのは、誠実という名の暴力なのですから』




　といった具合に論評は続く。

　ちなみにその評は、学校新聞に載ったとある論評に記されていたものだ。新聞の発行元は、松まつ原ばらタクロー批判の急きゆ先うせ鋒んぽうである校内野党。

　さらにちなみにその評は、『ゆえに生徒諸君はあの男を真に糾弾すべし！　ですわ！』と締めくくられている。我が校の副会長殿は仕事熱心だ。

　だからこそ信頼できる。

『組織にナンバー２は必要ない。無能なら無能なりに、有能なら有能なりに、組織をそこねる』

　なんて至言もあるらしいけど。

　俺にはさっぱり響かない言葉だ。

　だって、ナンバー１よりナンバー２の方が実力において勝るなら。トップなんてさっさと明け渡す方が効率的、ってもんだろ？





　　　　　　　†






　俺こと松原タクローと、妹の近この衛えトーコ。

　ふたりのお買い物はまだ続く。

「うっかり距離を縮めたのが悪かったんです」

　妹はそう断言する。

「今度から五メートル離れます。その範囲から一歩たりともあなたを入れなければ、無駄な悲劇を起こすこともないわけです」

「そんなに離れてたらしゃべりにくいよ」

「大声でしゃべればいいでしょう」

「まるで赤の他人みたいじゃないか。俺たち兄妹きようだいなのに」

「兄妹なんかじゃありません。あなたはひょんなことから縁ができてしまっただけの、単なる赤の他人です。いいですか？　五メートル以内にちょっとでも足を踏み入れたら、命の保証はできませんよ？」

「HUNTER×HUNTERの円エンかよ。判定が厳しすぎるなあ」

「？　なんですかハンターハンターって」

「そこからかーい」




　ユニクロへ。

　ユザワヤへ。

　P'PARCOへ。

　効率的なことが大好きな俺だが、ベストの選択をするためなら労力は惜しまない。労力と効率が逆転したとしても、その場合はノープロブレム。だって楽しいから。

　俺たちは注意深く買い物を続けた。

　俺と妹、ふたりしてものすごくいろんなことを警戒しながら。

　俺が妙なタイミングで転ばないか、何かの拍子にうっかり妹に触ってしまわないか。

　まるでアメリカ大統領の周辺を警護する、ＳＰみたいな気分。




「……おかしくないですか」

「なにが？」

「だってわたし、なぜこんなに気を遣わなければならないんです？　ただ買い物を続けてるだけなのに」

「まさに買い物を続けてるから、だな。買い物をやめて君が帰ってしまえばさすがに事件は起こらない。俺も受け入れるしな、君が怒って帰ったとしても」

「さっきも言いました。わたしは意地になっています」

「意地を張ってもいいことないぞ」

「あなたがそれを言います？」




　悩みの種はティーカップだ。

　家族四人分のひとそろえ、を買おうとしているのだが。

「そのデザインはなくないですか？　センスないですね」

「そうか？　可愛かわいいと思うんだけどな」

「うちの母の趣味に合わせるならなくもないですけど、わたしはもうちょっと別のものがいいです。もっとシックな感じで……それでいて華やかなのとか」

「わかった。意見はどんどん言ってくれ。妹の趣味を理解できるなら、この時間の使い方は結果的に効率がいい」

「効率ばかり追い求めているからセンスが足りなくなるんじゃないですか？　あと妹って呼ばないでください」




　まあ今日買わなくても別にいいんだが。

　とはいえせっかくのデートだしな。時間は有効に使おう。

　でもってその間も、俺は何度かドジをやらかした。

　転びそうになったり、商品を床に落としそうになったり。

　そしてこれは拍手ものだと思うんだが。俺がやらかしそうになるたびに、妹が助けに入ってくれるのだ。

　転びそうになれば、服を引っ張って支えてくれる。

　商品を床に落としそうになれば、先んじて拾いあげてくれる。




「……あなた」

　妹が呆あきれ果はてた顔をする。

「いったい全体、わたしがいなかったら何回やらかしたと思います？」

「すいません。ものすごく助かってます」

「ちょっと甘く見てました。あなたって本当に、心の底から、徹頭徹尾、宇宙の果てまで、粗そ忽こつでどんくさい人なんですね」

「ちょっと気合を入れすぎてな」

　俺は弁明する。

「気合が入ると気も張ってくる。気が張るともうダメだな。身体からだの動きがギクシャクするっていうか、どうも上う手まくいかなくなる」

「それでよく人生やってこれましたね」

「運はいい方なんだよ。致命的な事故になったことはない」

「わたしに無礼を働いたのは致命的ではないと？　へーえ。ふーん」

「すいません失言でした」

　ちなみに妹。

　五メートル離れると言っていたのに、今はわりと俺のそばにいてくれる。

　そばといっても、そこそこ距離は取っているけど。五メートルに比べれば無いに等しい距離だ。

　その心情の変化やいかに？

「五メートルも離れてると、かえって危ないと気づきました」

　妹はこれ見よがしなため息をつく。

「わたしじゃなくてあなたが、ですけど」

「面目ありません。でもホント助かる。それにタイミングがすごい。毎回毎回、バッチリなタイミングで手を差し伸べてくれるんだよな」

「ちょっと慣れてきました。あなたがどんなタイミングでやらかすか、もう何度も見せられてるので」

「すごい。素直に尊敬する」

「仕方なく、ですよ？　本当にやむを得ずです。身内がやらかすのを黙って見ていられないでしょう？」

「重ね重ね面目ない。でもうれしいよ。俺のことを身内あつかいしてくれるのは」

「あ」

　しまった、という顔。

「失言でした。身内じゃないです。赤の他人です。身内と表現したのはあくまでも便宜上の話で、あなたという人との関係を言い表す適当な言葉がなかったから、やむを得ずそう呼んだだけで──ああもう！　なんでわたしがこんな言い訳しなきゃいけないんですか！　腹立ちますね！」

「なんかすいません」

　しかしこの妹。

　運動神経がいいんだな。

　いくらタイミングに慣れてきたからって、そうそう俺のドジっぷりを防げるものじゃない。あるいは相性がいいのかな？　いわゆる呼吸が合う、ってやつ？

　付き合いの長い親友殿だって、ここまでは上う手まく立ち回れない。出会ってまだ間もないのにこのパフォーマンスはすごい。本当に。

　ますます妹への評価が上がった。

　逆に、妹から見た俺の評価は下がりっぱなしのようで。

「まるで大冒険です」

　しかめ面でぶつぶつ愚痴っている。

「ただ買い物をしてるだけなのに。次から次へと災難が降ってくる。どこぞのアスレチック施設ですか。アクション映画だって、こんなにはテンポよく事件起きませんよ」

「いちおう言わせてほしいんだが」

「何か弁明でも？」

「今日は特別だよ。いつもはここまでミスはしない。君が相手だと気合が入りすぎて逆にダメなんだ。さっきも言ったけど」

「でもやらかしはするんですよね？」

「たまにだよ、たまに」

「わたしと一緒にいるから今日は多い？」

「そうそう」

　妹はげんなりした顔をする。

「考えたくない想像なんですが」

「拝聴します」

「わたしとあなた、これから一緒に暮らすわけですよね？　いえ、その点についてまったく納得してないんですが。でも現実的には、本当にシャクに障りますけど、ひとつ屋根の下で生活を共にすることになる。状況的にそのことは、受け入れがたいですけど、受け入れるしかないわけです」

「ありがとう。これからの人生は楽しみが多くなるな」

「いっしょに暮らしたらどうなるんでしょうか」

「というと？」

「同じ家に暮らしていて、ですよ？　生活のスペースが同じなわけです。お風呂に入ったら。お洗濯をしたら。着替えをしている部屋が隣同士だったら──今でも空恐ろしいくらい粗そ忽こつなのに、わたしが隙を見せざるを得ない、そんなシチュエーションがてんこ盛りの状況になったら。一体どんなことになるんですか」

「妹よ」

　俺はため息をついた。

　そして指摘した。

「それはな。フラグが立つ、ってやつだ」

「ドヤ顔やめてもらえます？」

「すいません。でもホントにそうだから。言霊っていう概念もある。めったなことは口にするもんじゃない」

「つまりいっしょに暮らすと、高い確率でろくでもないことが起きると？　それもわたしにまったく責任のない、あなたが原因によるところで？」

「全身全霊、できるかぎり努力します」

「でも気負いすぎると上う手まくいかないんですよね？」

「うん」

「詰んでるじゃないですか」




　その後も買い物が続いた。

　妹はどうやら凝り性なタイプらしい。

　最初の方はあまり口を出さないようにしているようだったけど、次第に我慢ができなくなってきたのだろう。「こっちの方がよくないですか」「あっちに別のよさそうなものがありました」などとアドバイスが飛んでくる。次から次へと。

　もちろん俺的には大歓迎。

　そもそも家族になる相手、同じ家に住むことになる相手である。自分でも使うことになる物も含まれるんだから、口を出す権利はある。

　ああだこうだと、俺たちは買い物を真剣に検討した。

「こっちの方が実用性が高そうじゃないですか？」

「いやいや。ここは見た目重視でいこう」

　意見は対立することが多かったが、それもまた収穫である。

　俺は充実した時間を過ごした。

　ただし悪い影響もある。

　なぜなら買い物がいつまでたっても終わらない。

　夢中になると、つい周りが見えなくなる。俺の悪いクセだ。

　そのクセはどうやら、妹も同じだったらしい。

「それなりに長く使うものなんだ。いいモノには高いお金を払うべきだろ」

「コスパこそ最強です。節約できるならそれに越したことはありません」

　こだわりが過ぎた結果、タオルとスリッパが決まらなかった。

　西せい武ぶでも東とう武ぶ百貨店でも納得がいかず、俺たちは互いの同意のもと、買い物時間を延長し、比較的近くにある雑貨屋を検索。そちらへ向かうことにした。

　外に出ると、もうけっこういい時間である。

　空が薄暗い。

　帰宅を急ぐ人たち、あるいは夜の街に繰り出す人たちで、池いけ袋ぶくろの西口はごった返している。肉の脂が焦げる煙。揚げ物の油の香り。さすがは大都会。

「頭の固い人ですね」

　雑貨屋に向かう道すがら。

　妹はおかんむりな様子で言う。

「あったと思いますよ、いくらでも。妥協できる範囲のアイテムが。お買い得なモノもいくつかありましたし」

「その言葉はそっくりそのままお返しする」

　Googleマップとにらめっこしながら俺は言う。

「ベストに近い選択肢がいくつかあっただろう？　君が反対するから買わなかったけどさ。確かにちょっとお高いモノだったかもしれんけど、長い目で見ればお得な買い物になる見込みはあったんだ。買わなかったけど。反対されたから」

「傍はたから見てて予算を使いすぎなんですよ。いくら自由に使えるお金を渡されてるからって、湯水のように使っていい、ということにはなりません」

　お察し頂けると思う。

　俺と妹の買い物相談は、終始こんな感じだった。

　ほとんど水と油。

　絶妙に噛かみ合あわない。

　だけど俺の捉え方はポジティブだった。絶妙に噛み合わないってことは、裏を返せばものすごく噛み合ってる、とも言えるんじゃないかな。

『好き』の反対は『嫌い』じゃなくて『無関心』。

　ケンカするほど仲がいい。

　もちろん議論は歓迎。

　そもそも出会ったばかりの二人なんだ。本音を言い合って最初からピッタリ噛み合う方が気持ち悪いだろう。

「効率のいいことが好きなんですよね？　だったらもっとコスパの良さを気にした方がいいのでは？」

「安物買いの銭失い、って言葉もあるぞ、妹よ」

「高かろう良かろう、って言葉もあるんですが？　あと妹って言わないでください」

「まあいいじゃないか。代わりに俺のことはお兄ちゃんと呼んでくれていいから」

「死んでも嫌です」

「ところでありがとうな」

　妹を先導しながら俺は言った。

「……？　ありがとうって、何が？」

「そりゃもちろん、こうやって買い物に付き合ってくれてることに、だよ」

　スマホの画面とにらめっこ。

　目的地は……こっちで合ってるよな？　たぶん。

「君は嫌々ながら今日の買い物に付き合ってくれたんだよな？」

「ええまあ。その通りですが」

「もし君が何も口を出さなかったら。どうなってた？」

「買い物が進まなかったのでは？」

「いや逆だろう。俺が自分の思う通りに好き勝手にいろんなものを買って、それで買い物は終わってたわけだ。何時間も前に買い物は終わって、それで君は家に帰っても良かったんだよ」

　しかしGoogleマップって使いにくいな。

　なんかこう、上う手まく自分の手足みたいに動いてくれなくて、もどかしいというか。そう感じてるのって俺だけ？

「でも口を出してくれた。自分の意思を表明してくれた。ディスコミュニケーションでもよかったんだよ。俺のことも、これから始まる新しい生活のことも無視して拒絶して、それでも別に問題なかったんだ」

「そんなことしたら、家の中にあなたの趣味で買ったいろんなものがあふれることになるじゃないですか。いくらうちの母の趣味を研究したといっても……いえそもそも母の趣味ってそんなにわたしと合ってないですし──」

「うん、そこだ。つまり、君は俺と一緒に暮らすのを前提に考えてくれてるんだよな？　嫌々ながらだけど、自分を押し殺して」

　あ、やべ。

　変なボタン押しちゃった。

　地図表示がぐるっと半回転。

　現在地の感覚が一瞬バグる。

　うーん。正直言って機械オンチなんだよな、俺。文明の利器を生かし切れん。

「そのことに『ありがとう』って言うのはそんなにおかしいか？　自分で言うのもアレだけど俺、割と好き勝手にやらせてもらってるわけで。君みたいな人には感謝してるんだよ。だから最敬礼だ。なんでかっていうと、俺みたいなヤツは周りに許してもらわないと生きていけないから」

「……だったらもっと楽な生き方を選んでみては？」

「こだわりはあるんだよ。こう見えてそれなりに」

　自分の主張を押し殺して、周りに合わせて生きていく。

　それも尊い生き方だとは思う。否定する気は毛頭ない。

　でも俺はそういうやり方に向いてない。

　なるべく自分に向いたやり方で、それでいて自分のできる範囲で周りにも気をつかって。

　そんなコンセプトでたどり着いたのが、今の松まつ原ばらタクローという人間なのだと。

　俺はそう思っている。

　まあこのへんは好き好きだ。

　人生は千差万別。いろんな人が、いろんな生き方で交じり合っている。

　そうやって世界はできてるんだって、思ってるけどな俺は。

　──という意味のことを、俺は妹に説明した。Googleマップと格闘しながらなので、上手くしゃべれたかどうかはわからない。というか時間つぶしの雑談、駄だ弁べりに近いものだったので、話を聞いていなくたって問題なかったのだが。

　果たして妹の反応は、

「……ふうん」

　薄かった。

　まあ当然だろう。

　むしろ全力で反応されてもこっちも困る。なんせ駄だ弁べりだから。

　そんなことより今はGoogleマップだ。

　どうにも俺の言うことをきいてくれなくてイカン。いつまでたっても目的地にたどり着かない。まったくこれだからGAFAってやつは……。

「念のために聞きますけど」

　後ろをついてくる妹が不意に言った。

「本気じゃないですよね？」

「ん？　何の話？」

「最初に言ったじゃないですか。わたしと結婚しようか、みたいな話」

「ああ、それ」

　俺はうなずいた。

　そして言った。

「いや。わりと本気だが？」

「…………」

「いやいや。今さら。そんな嫌そうな、引いた顔されても」

　むしろ考えてみてくれ。

『ある日突然、親が再婚するって言い出した』

『相手には同い年の娘がいて、いざ会ったらめちゃくちゃいい感じの娘さんだった』

『身なりも礼儀もしっかりしてて、見た目も超かわいい』

　これ、お見合いだったら大当たりだぞ？

　お見合いじゃなくたって大当たりだ。宝くじで一等賞を引き当てたようなもんだ。それも日本の宝くじじゃなくてアメリカのやつな。百億円ぐらいもらえるやつ。

　だったら考えるだろ？

　この縁を大事にしよう、将来はどんな生活になるか設計図を描いてみよう、って想像を働かせるだろ？

　その先にはあるだろ？　結婚って二文字が。普通は。

　……という説明を俺はした。

　妹はこう回答した。

「そういうのは、思ってても心の中だけで留とどめておくのがマナーなのでは？」

「それはある」

　俺は認めた。

　でも反論もある。

「こういうのは最初が肝心でな。あの時、初対面で感じたことを口にしなかったら、もしかすると一生黙っていたかもしれない、って気がするんだよな。そういう経験ないか？　あの時ああ言っておけば良かった、って後悔すること。でもって今さらもう言えなくなってしまった、みたいなこと」

「あなたはずるいです」

「なぜ」

「そんな経験、誰だってあるに決まってるじゃないですか」

　だよな。あるよな。

　俺はなるべく後悔の少ない人生を送りたい。

　初対面で自分の主張を通すのは、マイナスの面がたくさんあるだろう。でもプラスの面の方が総じて大きいと、俺は信じる。

「とにかくわたし、あなたと結婚する気なんてありませんから」

「だろうな。このタイミングでイエスをもらったら、さすがの俺もひっくり返る。いいよ別に、気にしなくて。どうせ年齢的に無理なんだし」

「この先ずっと一生ですよ？　何歳になったって、あなたと結婚なんてしません」

「将来のことなんてわからんよ。俺も、君も。何がどう変わるかなんて、未来予知ができない限りは知りようがない。実際想像してなかったからな、俺と君がこんな風に並んで歩く未来なんて、ほんの一週間前までは」

「…………」

　相変わらずGoogleマップとの相性は良くない。

　うーん、方向は合ってるはずだが。池いけ袋ぶくろはごちゃごちゃしてて道が分かりにくいです。

「逆に俺からも訊きいていいか、妹よ」

「だから妹と呼ばないで──」

「訳ありか？」

　後ろをついてくる妹の足音が。

　一瞬。乱れた。

「……訳ありって、何が」

「いや知らん。だから訊いてる」

「別に何もありませんが」

「何もないってことはないだろう。母親がいきなり再婚するって言い出して、同い年の男と一緒に住むことになった。これだけでも十分に訳ありだ」

「それを言ったらあなたも同じじゃ──」

「君は実の父親に複雑な感情を持っている？」

「……なぜそう思うんです？」

「まあ基本的にはカンなんだけど」

　あごを撫なでて俺は考える。

「まず君は育ちがいい。それは振る舞いを見てればすぐにわかる。たぶん父親の方がいいとこの出なんじゃないか。君のお母さん──マリアさんは、見た目の印象どおりにぶっ飛んでるしな。……っていう理解で合ってるか？」

「ノーコメントです」

「じゃあ勝手に続けるけど。君の見た目としゃべり方のギャップ」

　これまで特に突っ込まなかったけど。

　妹、近この衛えトーコはギャルである。

　少なくとも見た目は、だ。

　中身は何度も言ってるように、いいとこのお嬢さんである。

「君のギャル風のファッション。よく似合ってると思う。でも微妙に着こなしがぎこちないな。それに短いスカートに慣れてない仕草がたまにある。あと、新品おろしたての服が多いようにも見える。つまり君の『ギャル』は浅いんだ。何年もやってるわけじゃなくて、昨日今日始めたばかりなんだろう」

「…………」

「こっから先はさらに想像になるけど、たぶん君はイメチェンしようとしている。というか人生をごっそり丸ごとやり直そうとしてる。そのためにはまず形から──っていう発想で、今の君がいる。時期的にもいいよな、今は春休みでそろそろ新学期だし。親が再婚して新しい生活を始める、ってことなら尚なお更さらだ。……っていう理解で合ってる？」

「ノーコメント」

「じゃあ何でイメチェンしようとしてるのか。新しい環境で心機一転、再デビューしようとしてる……って感じじゃないんだよな。君からはルサンチマン的なものを感じないから。あとはたとえば、別れた昔の男を見返してやろうとしてる……ってこともなさそうだ。君からは箱入りっぽい雰囲気を感じるし、男慣れもたぶんしてない。俺に対する反応も過剰すぎる。相手しなきゃいいんだよ、俺みたいなやつは。慣れてる人ならそうする」

　我ながらしゃべりすぎかな、とも思うけど。

　そこはご容赦。別に止められてないしな。

「じゃあ他にどんな理由があるだろう、って想像して。それで『父親への反発』かな、って結論になった。まあ下手な探偵みたいな推理だけど、他に自分で納得できる理由も見つからん。でもって一緒に暮らすわけでもない父親をそれだけ意識してるってことは、普通に考えたら何か訳ありなんだろ、って思った。以上」

　やべ。

　Googleさんに従ってたら、このへんをぐるっと一周まわってたっぽい。

　まったくこれだから巨大ＩＴ企業は。いやまあ、俺の方が使いこなせてなさすぎるんだろうけど。

「答え合わせは必要ないよ。ただ、訳ありなんだ、ってことは確認しといた方がいいと思った。君がどう思おうと、君は俺の家族だし、妹だからな」

「……合ってますよ」

　むくれた様子で妹が返す。

「ええ確かに。訳ありかもですわたしは。でも余計なお世話。この話はここまで。それでいいですか？」

「いいよ。でも必要な時が来たら頼ってくれ」

「頼りません。ていうかあなた、頼りにならないじゃないですか。今日だって何回わたしに助けられたと思ってるんです？」

「あはは。こいつぁ一本取られた」

「落語でオチをつけるみたいな感じで言わないでください。なんか腹立ちます。……そんなことより、いつまで歩かせるんですか？　お店の案内は何となくあなたに任せてしまいましたけど、さっきからぜんぜん……たどり着か……ない……」

　妹の声が尻すぼみになった。

　俺はスマホから顔を上げた。

「あ」

　声も上げた。

　俺にはいろんな欠点があるが、『集中すると周りが見えなくなる』のもそのひとつだ。

　Googleマップとの格闘に掛かりきりだった。

　会話にも集中していた。

　道にもだいぶ迷った。

　さて、その結果の現在地。

「ラブホだな」

　ラブホだった。

　池いけぶ袋くろ北口名物、ナイト・ラブ・ネストだ。

　特徴的なネオンで飾った、特徴的なネーミングのビルディング群。

　周囲は薄暮。

　腕を組んでしっぽり歩く男女の姿が、ちらほらと。

「最低です」

　妹が低い声で言った。

　その視線は、生ゴミを冷凍処理する時のそれだった。

「誤解だ」

　俺は弁明した。

「冷静に考えてくれ。もし仮に俺にそのつもりがあったとして、こんなタイミングで連れ込むと思うか？」

「あなたならあり得ます」

　うわー。

　俺の評価、低すぎ！　仕方ないけど！

「だって、わたしのことを性的な目でみているんでしょう？　最初に会った時に聞きましたよ確かに。わたし忘れてないですから」

「いや言ったけどさ。事実でもあるけどさ」

「わたしが馬鹿でした。あまりにもあなたに手が掛かりすぎて、つい面倒を見てて、いつの間にか五メートルのルールも忘れていました。意地になっていたのも良くなかった。意地になってもいいことないのに……っ」

「ちなみにだが。俺がガチでその気になったらこんな回りくどいことしないから。だってもうちょっとしたら一緒に暮らし始めるんだぞ？　こんなタイミングでリスクを取る必要がないだろ？」
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「信用できません」

　妹は頑かたくなだった。

　肩を両腕で抱いて、警戒もあらわ。

　その姿はまるで、悪代官に着物を剥はぎ取とられる直前の生娘のよう。

　参ったな。

　彼女、ちょっとパニックになってるのかも。

　だって、彼女が思ってる通りのことが起きてるなら、しゃべってる場合じゃなくて、さっさとこの場を離れるべきなんだから。

　かといって指摘するのも気が引ける。逆に面倒なことになりそう。

　手を引っ張ってこのエリアから連れ出す──ホテルに連れ込もうとしてるって誤解されるのがオチか。

　俺がこの場を離れるのは？　いや残しておけないだろ、この時間に、この場所で。

　あーもう！

　我ながら不徳の致すところだな！　どうしようかこれ！

「ひゅーひゅー！」

　と。

　囃はやし立たてる声がした。

　声の方を見る。

　三人組の男だ。

　まだ若い。ちょっとガラが悪そう。早い時間からアルコールが入ってる様子。

　察するに、酒飲みついでにホテル街を冷やかしに来た女日照りたち。

「ヤってるねー、カップルくんたちィ」

「なんかモメてるぅ？　オニイさんが代わってやろーか？」

「５Ｐでいーよ５Ｐで。仲良くヤろーぜみんなで」

「つかそっちの子ガチで可愛かわいくね？　さらっちまうかマジで？」

　ぎゃははははは！

　下卑た笑い声。永久に解わかり合えなそうな相手。

　即座に撤退を決意した。

　さっさとこの場を離れるに限る。拒絶されてもいいから強引に手を引っ張って、怪しくなり始めた状況から脱出を、

「……ああん？　なんだテメー」

　遅かった。

「なにニラんでんだこのガキ。んん？」

　睨にらんでいた。

　我が妹。めっちゃ睨んでいた。

　ただでさえ気が立っているところに（俺のせいだが）、神経を逆なでする横よこ槍やりを入れてきたのだ。気持ちは全力で理解するが、どうみても相手が悪い。

　ガタイの良さそうなチンピラ三人。

　すぐに取り囲んできた。手慣れた様子。

　狭い路地。この瞬間、周囲に人はいない。

「おいコラ。何か言ったらどう──」

　チンピラのひとりが腕を伸ばした。

　妹の胸ぐらを掴つかもうとしている。

　妹は、この期に及んでも睨み付ける目つきをゆるめない。

　方針変更。

「あ、すいません！」

　機先を制して俺は言った。

　チンピラ三人の注意が一瞬、こちらに向いた。

　肩から提げていた自分のカバンに、俺は手を入れた。

「ああん？」

「なんだテメーこら」

「邪魔すんじゃ──」

　チンピラたちが凄すごみ終わる前に俺はカバンから手を抜いた。

　虫むし除よけスプレーを噴射した。

「んがっ!?」

　チンピラのひとりが目を押さえて背中を丸める。

「ッ!?」

　手近にいた別のチンピラにも噴射。こちらにもヒット。悶もん絶ぜつ。

「てめえ！」

　最後のチンピラ。

　殴りかかろうとしてきたが、遅い。

　スプレーを構える。一瞬、チンピラがひるむ。

　その隙に蹴りを入れた。股間に一発。

「ふぉごっ!?」

　うずくまるチンピラ。

　すぐさま俺は言った。

「逃げる」

　今度は遠慮しなかった。

　妹の腕を引っ張って、俺は宵の口のラブホ街を駆け出した。
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　……以上。

　Ｃパートにまでわたった買い物シーンの顛てん末まつである。




　自分で言うのも何だが、いろんな意味でひどい結果になってしまった。やむを得なかった面もあるが、最後は暴力に頼ってしまったし。我が不明を恥じる。

　妹には説教した。

　妹はブンむくれた顔をしていたが、説教自体は大人しく聞いてくれた。

　そして俺も妹から説教された。

　当然、俺は説教を受け入れた。説教されるだけのことをしでかしたからな。

　俺は反省の弁も述べた。

　元はといえば、事は俺に起因していること。

　今回の件はすべて俺に責任があること。

「……あなたが悪いわけじゃないでしょう」

　不機嫌を極めていた妹だが、最後にはそう言ってくれた。




　と、いうわけで。

　返す返すも、この日はひどいことになってしまった。

　まあ仕方ない。

　覆水盆に返らず。

　終わったことよりこれからのことを考えよう。

　今日の件が監視カメラに映像が残ってたとしても、あるいは万が一にも被害届が出されたとしても、情状酌量の余地はあるはず。さすがにあの近辺にはしばらく近づけないけどな。いやもう近づかないけど。




　それにしても、俺に対する妹の信頼は下がっていく一方に見える。

　新しい家族との間には課題が多い。前途の多難を予感しつつ、今後はいっそう気を引き締めていこうと決意する俺なのだった。





interlude







　最悪でした。

　いろんな意味で。それはもう、本当にいろんな意味で。

　松まつ原ばらタクロー。変人なのに加えて、機械オンチで方向オンチなのも確定です。趣味もぜんぜん合わないし。とにかくミスだらけで手が掛かるし。




　でも、今回に関しては。

　残念ながら、いちばん最悪なのはわたしでした。

　あんなところで揉もめごとを起こすなんて……恥ずかしい。

　武道には心得がありますし、大した相手じゃないと足の運び方でわかりましたし、気も立っていたから、つい。でも、あんな不確定要素の多い状況で交戦を避けないなんて、恥ずべき軽率さでした。どう考えても悪手です。トーコ反省です。




　それにしても何なんでしょうか、あの男は。

　いや本当に。何なんでしょうね？

　筋はまあ……通ってるんですよね、確かに。最初にも言いましたけどなぜかブレない。頭はすぐに下げるけど悪びれない。思わぬところで意外な顔を見せる。

　なんかもう……いろいろ気持ち悪いです。中身がぜんぜん見えてこない。暗い森の入り口に立ってる感じ。見えていない範囲がどこまで広がってるのか見当がつかない。

　それと、何でもかんでも見透かしてくるのも気持ち悪いです。今日指摘されたことは、どれもこれも図星を突かれていて、それがまた本当に腹立たしい……。

　やはりあの男は悪！

　飽きることなく無礼を働いてくることといい、到底認めることはできません！




　わたしは自分の腕を眺めながら思い出します。

　右腕。手首のあたり。あの男がわたしを引っ張って、あのいかがわしい場所から走り出した時のこと。

　あんな場所にたとえ間違いでも連れ込むなんて、言語道断ですけど。そもそもわたしひとりなら、どうとでも切り抜けられたと思いますけど。それはそれとして。

　あの男、モヤシっぽく見えるけど。意外とやるんですね。

　不慮の事態に備えて虫むし除よけスプレーを携帯していること（実際の用途は催涙スプレー。せこい手段ですが、効果は十分にあります）。

　遠慮のない金的への攻撃。

　何より迷いのない判断。相手の制圧を始めてから逃げ出すまで、十秒もかかっていなかったと思います。場慣れしている？　いえ、とにかく思い切りがいい。

　簡単にはできない立ち回りです。

　わたしは手首をさすりながら思います。

　ちょっと痛い。ほんのりアザになっています。

　力ちから、意外と強いんだ、あの人……。




　まあでも、そもそもあの人が悪いんですから！

　いえわたしも悪かったですけど！　でも６：４ぐらいであっちが悪いですから！

　感謝なんてしませんし、もちろん認めたりもしませんからね！　ええ決して！





好感度：８／１００
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三月三十日～三十一日







　妹の話ばかりしてしまった。

　ここからは別の話もしよう。
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「妹ができたんだ」

『へーえ。よかったじゃん』




　通話越しに親友殿は言った。

『ところでタクローさ。HUNTER×HUNTERの最新話は読んだ？』

「いや。まだ読めてない」

『相変わらずヌルいオタクだなオメーはよ。HUNTER×HUNTERの最新話は親の葬式をサボってでも読んどけって』

「すまん。どんな話だった？」

『クラピカがヤバかった。あと王子たちもやっぱヤベー。とにかく念獣がヤベーのばっかだから嫌でも盛り上がるんだよな。あとゴンの親おや父じがいい味出してる』

「聞いてるだけでワクワクしてくるな。もっとくわしく聞かせてくれ」

『いいけどさ。オマエはホント、ネタバレを気にしねーよなー』




　親友殿がケラケラと笑う。

　諸もろ星ぼしヒフミ。

　俺にとって無二の友人。

　常に俺を支え、常に俺を肯定してくれる、神の生まれ変わりみたいなヤツ。

　一緒に通っている高校では同級生であり、何かと周囲に話題を振りまくトラブルメーカーであり、なおかつ成績は抜群、見た目も図抜けて素晴らしく、それでいて自由人であり、俺のオタク趣味の師匠でもある。

　天から二物も三物も与えられた、才能のかたまり。

　俺はいつだって感謝してるんだ。ヒフミが俺の友達、それも親友でいてくれることを。




『……なんか気持ちわりーこと考えてんな？』

　親友の存在に内心で感謝していたら。

　ヒフミが嫌そうな声で言った。

『オメーが電話口でこういう風に黙り込む時って、だいたいオレのことを心の中で褒めちぎってる時なんだけど』

「うん。よくわかったな？」

『何年オメーと付き合ってると思ってんだ。やめろよ気持ちわりー』

「といっても本当のことだからな。オールラウンダーにしてスペシャリスト、俺が知る限りで最高の天才。諸星ヒフミが俺の友達だ、ってことは、俺の人生で一番ラッキーなことなんだから」

『……オマエさあ、そーゆーの言ってて恥ずかしくねーの？』

「いいや全然？」

『だよな。知ってる』

　電話の向こうで、親友殿は苦笑いしているようだ。

　諸星ヒフミとは、年齢ひとケタ代からの付き合い。

　お互いの酸いも甘いも知り尽くしている。ケンカも遊びも真面目なことも、ずっと一緒にやってきた。

「なあヒフミ」

『なんだよ』

「俺はな、お前のことを本当にすごいヤツだと思ってるんだ」

『酔っ払ってんのかオメーは。いやまあオマエはいつもそうだけど』

「たとえばヒフミはさ、どんな難しい漢字でも五秒ぐらい見てたらぜんぶ書けるようになるだろ。しかも二度と忘れない」

『記憶力がいーだけだよ。それ以上でもそれ以下でもねー』

「子供の時にさ、初めて自転車に乗った時があったよな。あの時も一発めからあっさり乗りこなしてた」

『そんなん周りの人間が自転車に乗ってるの見たら、なんとなくコツはわかるだろ。ていうかいつの話だよ』

「それにヒフミはやさしい。ケガしてたカラスを拾って、面倒みてた時もあったな。本当にボロボロになってたカラスで、周りのやつらはドン引きしてたのに」

『タクローはドン引きしなかっただろーが。つかタクローも一緒になって手伝ってくれただろーが。オメーはああいうのにドン引きしないってわかってたから、オレだってああいうことができたんだよ』

「だからやっぱりヒフミはすごい。俺はお前のことを尊敬してるし、誇りにも思ってる」

『つーか唐突に始まるオマエの褒め殺し、よくねーぞ？』

「褒めるのはいいことだ。本音を話すのも同じくらいいいことだ。俺は遠慮なく指摘するぞ。親友を誇りに思っていることは、誰に憚はばかる必要もないんだからな」

『だからやめろってー。オレ、オマエのそーゆーところ嫌い！』

「でもずっと付き合ってくれてる。これからもよろしく頼む」

『やーめーろってー！』

　通話の向こうで、ドタバタという音がする。

　たぶん、布団に転がって両脚をじたばたさせている音だ。

　嫌だやめろと言いつつ、そこまでは嫌がっていないのだ。

　いやまあ、嫌がってはいるんだけど。でも何だかんだいって、俺が本音で褒めると、顔を赤くしながらもヒフミは受けてくれるのだ。

　そういうところ、好き。

『タクローよー』

「どうした親友」

『そーゆーこと言ってると、なんかオゴっちゃうぞ？』

「いいね。バーミヤンでも行くか」

『ラーメンとギョーザ食いながら盛り上がろーぜ。HUNTER×HUNTERの話、ちょっと新しい考察を思いついたんだよ。あとゲーム・オブ・スローンズの話も』

「いいね。明日あしたか明後日あさつてにでも時間作るか。あとワリカンでな」

『いやオマエそろそろ誕生日だろ？　さすがにオレがオゴるって』

　そんなこんなでわいのわいの盛り上がって。

　ふと会話が途切れたところで、俺はふたたび話題を持ち出した。

「ところで妹の話なんだけど」

『え。そのネタまだ続けんの？』

「すまん。ネタじゃないんだ」

　俺は説明した。

　親友は少し黙って、それから大きなため息をついた。

『オマエなー』

「はい」

『そーゆー大事なことはもっと早く言えよー』

「すまん。ずっとバタバタしててな」

『わかるけどさー。にしてもさー』

「それにちゃんと妹になってくれるかどうかもまだわからなかった。でもどうやら、妹のポジションには収まってくれるみたいだ。妹よばわりするとキレるけどな」

『まーいーや。それはいーとしてだ』

「うん」

『そいつ、可愛かわいい？』

「可愛い。たぶん世界で一番レベル」

『そいつのこと好きなの？』

「好きだよ。ちなみに気持ちはもう伝えてある。わりと一ひと目め惚ぼれだったからな」

『マジか』

　ヒフミは絶句した。

　そしてつぶやいた。『いやマジか。そっかあ』

「最初に伝えておこうと思ってな。迷惑だったらすまん」

『迷惑なんかじゃねーよ。いやでも、そっか。ついに来たか。そういう時が』

　しみじみと親友は言った。

　心なしか声が震えているように聞こえる。

　いろいろ思うところがあるんだろう。ここでは詳しく話さないが。

『とりま、聞かせてくれ。タクローが惚れた相手のことをさ』

　俺は話した。

　出会った時のこと。

　買い物に出かけた際のあれこれ。

『ふーん』

　ヒフミは鼻を鳴らした。

『言っちゃなんだけどよ』

「うん」

『別にケチつけるとか、そーゆーわけじゃねーんだけど』

「おう」

『なんかめんどくさそーなヤツだな』

「かもな」

　否定はしなかった。

　実際、妹たる近この衛えトーコと俺の関係は、出だしから躓つまずきまくっている。俺の性格は我ながらどうかと思うが、妹の対応だってお世辞にも賢いとは言えないだろう。

　いやまあ。俺が言える立場じゃないんだけど。本当に。

『でも、ま』

　続けてヒフミはこう評した。

『面白そーなヤツ、ではある』

「そう思うか？」

『思うね。そもそもタクローのセンサーに引っかかるヤツなんだろ？　見た目だけがいいわけじゃない。何かあるんだよ。オメーのカンは鋭いから』

「だといいな」

『そっかー。運命の出会いかー』

　電話越しの嘆息。

　それからヒフミは気を取り直したように、

『なあタクロー』

「うん？」

『言っとくけど、オマエの傍そばにずっといるのはオレだからな？』

　と言った。

『付き合いの深さでも長さでも誰にも負けない。オマエが嫌だと言っても、オレはオマエを支え続ける。後ろについていくし、前から引っ張りもする』

「言われるまでもない」

　俺はうなずいた。

「俺の傍には諸もろ星ぼしヒフミがいる。お前はずっと俺を支え続けてくれるし、俺もずっとお前を支え続ける。どんなケンカをしたって、いずれどんな価値観の違いが出てきたって、俺とヒフミは親友だ。死ぬまでずっと変わらないよ」

『おう。それがわかってるなら、あとは好きにしたらいい』

　電話の向こうで、親友殿は満足げだった。
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　その翌日。

「妹さん。ちょっといいか」

「妹って呼ばないでください」

「〝さん〟をつけてもダメか？」

「丁寧語っぽくすればいける、とか本気で思ってます？」

「ダメか」

「ダメです。……で？　何の話ですか？」

　俺は親友殿の話をした。

　付き合いの長さと深さ。

　お互いに支え合い、尊重し合う関係について。

「……意外です」

　トーコが感想を述べた。

「意外って、何が？」

「あなたに友達がいること」

　ひどい感想だ。

「だって、あなたについて行ける人って、いないでしょう？　そうそうは」

「まあな。それはな」

「自覚があるなら何とかしてください」

「すまんがたぶん無理だな。三つ子の魂百まで、っていうしな」




　ちなみに今日も買い物に来ている。

　先日の続きだ。今回の買い物ミッションについては『徹底的に妥協せず突き詰める』という条件で合意している。

　だけでなく、基本的に我が家の買い物は、俺と妹が担当する方向で話はついた。

　何かと忙しいお父さんとマリアさんのフォローをするためには、それが自然な流れだった。俺も妹も高校生、その程度には家庭を支えたい。この先いつまでも親と一緒にいられるとは限らないしな。




「そのお友達って」

　買い物の小休止、公園のベンチにて。

　テイクアウトしたブラックのコーヒーをすすりながら、妹は言う。

「すごいですよね本当に。心から尊敬します」

「なぜ？」

「だって、あなたという存在に耐えられる人なんでしょう？　奇跡じゃないですか、その人の存在自体が」

「口が悪いなあ。ツンデレかな？」

「あなたの存在を受け入れるだけじゃなくて、全面的に肯定してくれるなんて。何か弱みでも握ってるんですか？」

「昔から仲が良かったわけじゃない。ケンカとか衝突はしたよ、たくさん」

「その結果として仲良くなったと？」

「そうだな。もちろん仲はいいよ。もっと深い関係な気もするが」

「具体的には？」

「うーん。一心同体とか？」

「サラッとレベルの高いこと言いますね……」

　だって事実だから。

　当意即妙、意気投合。

　気持ちがいいんだよな、ヒフミと付き合ってるのは。心地がいいんだとにかく。

　とにかく呼吸が合って、相性が良くて。

　魂の根っこの部分で繋つながってるんじゃないか、って思えるほど。

　たぶん前世でも仲が良かったんじゃないだろうか。

「そこまでいくと気持ち悪くないですか」

「否定はしない。俺だって、周りに俺みたいなこと言うヤツがいたら、そいつのことをたぶん気持ち悪いと思う」

「そこは認めるんだ……」

「まあでも一度会ってみるといい。なんか雰囲気がちがう、って一目で分かる。どうせ同じ学校に通うんだし、嫌でも顔を合わせるだろうが」

「ええまあ。そうですね。ええ」

　妹は微妙そうな顔をする。

　彼女はこの春から俺と同じ高校に通うことが決定した。

　学力レベルや校内の雰囲気、学校までの登校ルート、お父さんやマリアさんからの強力なプッシュ、などが重なって、渋々ながら、本当に渋々ながら、妹はその選択を受け入れたのだ。

　あるべきところに収まったと思う。

　もちろん俺はとっても嬉うれしい。これから妹と一緒に高校に通えるなんて、考えるだけでワクワクする──とか思ってたら、

『あなたとは一緒に登校しませんから。ちゃんと距離を取ってくださいね？　十メートル以上は最低でも』

　とか言われた。

　鬼のような妹である。兄のささやかな楽しみを奪うなんて。

　ま、それでも一緒に行くけどな。

　最初は不案内だろうし、見た目はギャルでも中身は箱入り娘だろうし。ここは兄の義務として当然です。

「どんな人なんですか？」

　妹が訊きいてくる。

「そのお友達──名前は何ていうんでしたっけ」

「諸もろ星ぼしヒフミだな」

「ヒフミさん。将棋の人みたいな名前」

「加か藤とう九段な。そこは知ってるんだ」

「最低限の常識ぐらいあります。……それで？　どんな人なんです？」

「とても頭がいい」

「なるほど。頭が」

「あと運動神経もいい」

「運動神経まで」

「見た目もすっごい美形だ」

「完璧超人じゃないですか」

「完璧かどうかはともかく、いろんな意味で世界レベルだと思うぞ俺は。あいつはあんまりそういうことに興味ないから、自分の才能を生かしたり伸ばしたりするための努力はしてないが」

「宝の持ち腐れ？」

「基本的には省エネで生きたいヤツなんだよ。オタク趣味に時間を使うのと、俺とつるむことに時間を使う方が、人生を豊かにするんだとか。まあ賢者だな。俺とちがって力の使いどころ、ってやつをちゃんと考えてる」

「お手本にしたらどうですか？　せっかくそんな人がそばにいるのなら」

「そいつは耳が痛い」

　俺はおでこを叩たたいた。

　妹は「白々しいです」と冷たかった。

　まあ実際のところ、とてもじゃないがヒフミを手本にはできない。

　暇つぶしに始めた学生ベンチャーであっという間に結果を出し、未練もなく会社を売り払った上で適度な株式は手元に残し、今じゃその企業は海外からも注目されて上場間近だと聞く。株の配当だけでずっと食っていけるだろうな。

　それでいて平然とオタク趣味を満喫し、人生を生き急ぐこともなく、『タクローのそばにいた方がおもしれーから』と言って白い歯を見せる。

　そんなヤツを手本にはできんよ。

　あいつが生徒会長になったら、学校の将来も安泰だろうに。

「まあ、あなたからの一方的な意見しか聞いてませんから」

　妹は目を糸みたいに細めて言う。

「相手側の意見も聞いてみたいところですね。そんなに買いかぶられても困る、みたいなことを言うかもしれません、そのヒフミさんは」

「だな。色眼鏡を掛けてるところはあるかもな。なんせあいつは身内みたいなもんだから、客観的な評価ってやつは俺にはわからん」

「とはいえ、なんだか話を聞いてると、ものすごくスペックの高い人に聞こえます」

「そうだよ。その点は保証する」

「ふうん」

　妹はコーヒーをすすった。

　そしてぼそりと何事かをつぶやいた。
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「そんなすごそうな人に慕われてるってことですか……もしかしてこの人、地味に人望とかあったりします……？」

「ん？　何か言ったか？」

「いいえ何も。『蓼たで食う虫も好き好き』ですよね、って言っただけです」

「言ってるじゃん悪口」

　どんどん口の悪くなってくる妹なのだった。

　まあそんなところも可愛かわいいのだが。

　愛情の反対は無関心。

　これだけたくさん会話に付き合ってくれるなら、見込みは十分にあるってもんだろ？
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　少し時間をさかのぼりたい。

　ヒフミとオンラインでおしゃべりしたその日、三月三十日。

　副会長からも通話の着信があった。




『おめでとうございますわ！』

　開口一番にそいつは言った。

「おめでとう……って、何が？」

『お誕生日ですわよね？　あなたそろそろ』

「誕生日……ああ」

　そうだった。

　日常のタスクに忙殺されて、すっかり忘れていた。ただでさえ妹とコミュニケーションを試みたり、引っ越し準備に追われる日々だったからな。

　俺の誕生日は四月一日。

　エイプリルフールみたいな男、と覚えて頂ければ幸いです。

「しかし意外だな」

『何がですの？』

「副会長から御お祝いわいされるとは思わなかった。ていうか俺の誕生日を覚えていること自体が意外だった」

『当然でしょう』

　フンス、と通話の向こうで鼻を鳴らす副会長。

『そういうところで政治力には差が出るんですのよ？　かの田た中なか角かく栄えいも、政敵がらみの冠婚葬祭にはあえて積極的に顔を出したそうですわ』

「なるほど。効果ありそうなやり口だ」

『そもそもわたくしはあなたを憎んではおりません。それにあなたはご家庭の事情でいそがしいのでしょう？　誕生日に引っ越しをするという話も風のウワサに聞いております。こういう連絡を差し上げるのは今のうちかと思いまして……電報で済ませる手もあったかもしれませんけれど、やっぱり直接伝えてこそ、でございましょう？』

　この心遣いよ。

　確かに諸事情により、我が家の引っ越しは四月一日に決定している。

　ヒフミが誕生日を何かで祝ってくれる、みたいなことを通話のついでに言ってくれてたんだけど、新学期が始まってから改めて頼む、ってことになっていた──というのは余談ながら。やはり普通じゃないよな、この副会長は。




　紹介が遅れた。

　通話の相手は花はな見み沢ざわツバサ。

　我が校の生徒会副会長を務めている俊英だ。

　見た目はしゃべり方から連想してもらえれば、大体あってると思う。

　いわゆる〝お嬢さま〟というやつ。

　ただしそれは見た目としゃべり方だけの話。

　花見沢ツバサの実像は、庶民的な団地に住まい、三人の弟の面倒を一手に担う、ごくごく家庭的な好人物である。




『ボロを着てても心は錦！　ですわ！』

　そう副会長は主張する。

『内実はどうあれ、わたくしは〝お嬢さま〟として生きてるんですの。それがわたくしの生き方、それがわたくしの信じる道。誰に憚はばかることがありましょうか』

　だそうだ。

　まあ芯が強いのである。

　我が道をいく点では俺もそこそこだと思ってるが、花見沢ツバサは別格。

　ぶっ飛んでいるのだ。とにかくいろいろ。

　そのへんは追々語っていくとして、とりあえず雑談を振る。

「最近どう？　副会長は」

『絶好調ですわね』

　副会長は胸を張った。

　いやまあ、通話越しだから見えてるわけじゃないけど。

　でも空気でわかる。こういう時は胸を張るんだ、花見沢ツバサは。

『たとえば昨日などは、弟三人を連れて公園に行きましたわ』

「さすが。面倒見がいい」

『公園にターザンロープがありますでしょう？』

「まあ、あるところにはあるかな」

『あれにみんなで乗って楽しみましたわ。四人乗りで』

「四人乗り」

『あなたの懸念は理解します。ルール違反なのでは、と仰おつしやるのでしょう？　それと単純に危険なのではないかと』

「副会長は察しがいいな」

『ご安心なさい。四人ともヘルメットを被かぶりましたわ。それと安全講習もしっかりと叩たたき込こんで。なおかつ人の少ない時間帯を選びました。ここまで配慮したら、あとは自己責任ですもの。誰に何を言われる筋合いもございません』

「副会長らしいね。段取りと根回しをしっかり済ませて、あとは開き直るところ」

『ええもう、本当に楽しかったですわ！　世界は愉快なことで満ちあふれていますわね。あなたにもオススメしますわよ、ターザンロープの曲芸乗り』

「副会長のそういうところ、俺は尊敬するよ」

『どうぞ存分に尊敬なさって！　称賛はわたくしの力の源泉！　まして政敵とも呼ぶべきライバルからの称賛とあれば、それをオカズにして白いごはんが三杯は食べられるというものですわ！』

「相変わらず生活が慎つつましい」

『清貧と質素倹約は、人類の基本的な美徳だと認識しております！　いずれ生徒会長を目指す身としては当然でございましょう！』

「政治は金だけどな」

『そこは見て見ぬ振りをいたします！』

　潔かった。

　これもまた、お嬢さま副会長のいいところ。つくづく俺は人に恵まれている。

　もちろんこれだけぶっ飛んだキャラであるからには賛否両論あるのだが。それを言ったら俺も同じ。

　そして俺も、この場を借りて報告せねばなるまい。

「ところで副会長」

『なにかしら？　誕生日祝いは手作りのクッキーにする予定ですわよ。お値打ちな予算で美お味いしいものを食べてもらえると保証いたしますわ。近ごろの小麦粉の値上げは頭が痛いですけれど』

「実は妹ができたんだ」

『妹』

「うん」

『妹って、そんな気軽にできるものだったかしら？』

「うちのお父さんが再婚してね」

『あら。それはおめでとうございますわ。あなたのお誕生日を御お祝いわいするつもりが、ダブルでの御祝いになりましたか。これはクッキーだけでなく、カップケーキも作らねばなりませんわね。ますます小麦粉の値上げが恨めしいですわ』

「で、俺なんだが。義理の妹に一ひと目め惚ぼれした」

『はあ』

「妹にはもう伝えてある、俺が彼女に性的な興味を持っていることを。何日か後には一緒に暮らし始める予定だ。高校はウチの学校に通うことになってるから、よろしくしてやってほしい」

『妹に。一目惚れ。性的に見ている』

「いずれ結婚できれば、とも思ってる」

『…………』

　副会長が黙った。

　本物のご令嬢なら、ダージリンのカップを口に付けて心を落ち着けているところだろうが。副会長の場合は番茶か麦茶だろうな。

　かなりの時間をあけてから、花はな見み沢ざわツバサは言った。

『そのこと、ヒフミさんはご存じでいらっしゃるの？』

「うん。あいつにはもう話した」

『何とおっしゃっていて？』

「『オマエの傍そばにずっといるのはオレだからな？』と言ってくれた」

『ああ、そうでした。あの方はそういう人でしたわね……』

　ふたたび考え込むような間があく。

　それから慎重な様子で、

『まずはとりあえず。松まつ原ばらタクローさん』

「はい」

『あなた、ズレてますわねえ』

　わりと普通の感想だった。

　まあ副会長もあんまり人のこと言えないからな。このぐらいの感想になるのが妥当なラインだろうか。

『状況は把握しました。わたくしと諸もろ星ぼしヒフミさん──松原タクローに近いふたりの間に、何の脈絡もなく新キャラが登場したと。それも松原タクローの寵ちよ愛うあいをのっけから受けているチートキャラだと。そういう理解でよろしいかしら』

「まあたぶん。だいたい合ってる」

『では、妹さんの話を聞かせてくださいまし。何はなくともそこからですわ』

　リクエストにお答えした。

　内容はおおむね、ヒフミに話したのと同じ。

『なんだか面倒くさそうなお人ですのね』

　ざっと話し終えると、副会長はざっくりそう評した。

『だけど愉快そうなお人でもありますわ』

「ほとんど同じこと言ってたよ、ヒフミが。妹の話を聞いて」

『あの方と同じ感想を抱くのはシャクに障りますが、でもこればかりは仕方ありませんわね。１＋１の解が２になるのと同じくらい明白なことですもの』

　うふふ、と副会長は笑って、

『会ってみたいですわ。その妹さんに』

「すぐ会えるよ。二週間も経たたないうちに新学期だ」

『わたくしよりも美人なのかしら』

「そこは主観による。でも可愛かわいいのは間違いない」

『楽しみですわね。それとタクローさん、ひとつ確認しておきますが』

　副会長は声のトーンを変える。

『わたくしにとってあなたは、生涯唯一と認めたライバルですの。多くは語りませんがひとことだけ。──腑ふ抜ぬけた振る舞いをしたら、ぶっ飛ばしますわよ？』

〝マムシの花はな見み沢ざわ〟。

　クセ者の多いウチの高校における、副会長の異名だ。

『初対面でプロポーズに近いことまで、それも義理の妹に向かって言ってのけたのですから。大言壮語に見合った男でありなさいな』

　底抜けに明るく、図太い神経を持ち、お嬢さまでもないのにお嬢さまキャラを貫き通し、それでいて周囲から受け入れられるだけの人間力を併せ持つ、学校の人気者。

　だが侮ってはならない。

　また心得違いをしてもいけない。

　野生の獣と命のやり取りをしても顔色ひとつ変えない、そんな獰どう猛もうさをも併せ持つのが花見沢ツバサなのだ。

　こうして和わ気き藹あい々あいと胸襟を開いて語り合いながらも、隙あらば俺を蹴落とすことも厭いとわない。それがこの副会長なのだ。

　要するにあれだ。

　HUNTER×HUNTERのパリストンみたいなヤツだ。クセ者で予測不能。表向きは人当たりが良くて、実際に人は良いのだけど、まかり間違っても一筋縄ではいかない。

　って、そういえばパリストンもハンター協会の副会長だったな……なんかあるのかね、副会長ってやつには。そういう属性が。

「まあ、善処します」

　しばらく考えて俺はそう答えた。

　副会長の返答はこうだった。

『善処では足りません。確実に結果を残しなさいな』

　笑いながら言う。

　笑ってはいるが、声が笑ってない。

『いわば命令ですのよ、これは。というよりあなたにとっては命題のはずです。そこまで大おお見み得えを切ったのですからね。さもなくば、あなたをこれだけ高く評価しているわたくしまで恥をかきますもの』





　　　　　　　†






　時間を進める。

　会話の翌日。俺と妹が二度目の買い物を済ませた帰り道。

「お嬢さま」

　妹はそう言った。

　花はな見み沢ざわツバサの話を聞いた後。あたかもアマゾンの奥地で人跡未踏の遺跡でも発見したかのような、そんな口調で。

「初めて聞きました。実在するんですね、そんな人が」

「妹氏も元はといえばお嬢さまだろう？」

「妹氏ってなんですか。というかわたし、お嬢さまなんかじゃありません。ていうか妹と呼ばないでと何度も」

「お嬢さまだろ君は。間違いなく。でなきゃ説明がつかないことが多すぎる」

「ああもうわたしの話はどうでもよくて。今はその花見沢さんの話です」

　妹は強引に話をそらして、

「つまりその花見沢さんは、血筋とか家柄とかに関係なく、自分で自分を〝お嬢さま〟と任じている、ということでしょうか」

「だな」

「それはいわゆるコスプレ、というものでしょうか」

「まあそういう言い方もできるが。いささか辛辣ではある」

「えっ。そ、そうですか……それはすいません。失礼しました」

　肩身を狭めて恐縮する妹。

　俺には絶対にそんなそぶりしないだろうに。この場には居ない、会ったこともない相手には礼を尽くすんだな。嫌いじゃないよ、そういうところも。

「まあ大丈夫。副会長は──花はな見み沢ざわツバサはさ、誰からどう言われようと気にするようなヤツじゃないから。あと辛辣だとは言ったけど、実際コスプレだからな、あいつのお嬢さまは。だってお嬢さまじゃないんだし」

　さすがに面食らったよ。俺もあいつに初めて会った時は。そういう生き方がある、って発想がなかったからな、恥ずかしながら。

　でもすぐに面白いヤツだとわかった。

　それ以来ずっと、何かと付き合いがある。

　あいつに言わせれば俺はライバルで政敵だし、俺から見ればあいつはとにかく眩まぶしくて輝いてるヤツで。

　つまりどう足あ掻がいたって、お互いの人生が交差しまくるようにできてるんだよな。

「あいつには合ってるんだよ、そういう振る舞いが」

　俺と妹。

　並んで帰り道を歩きながら語る。

「何をどう思ってか知らんけど、合ったんだとにかく。ハマったんだよ誰が何と言おうと、〝お嬢さま〟っていう生き方が。だったら外野の俺たちが口を挟むことじゃない」

「……なんだか新鮮です。そんな人生も、あるんですか」

　しみじみ、といった様子で妹は感嘆する。

　近この衛えトーコはおそらく生粋のお嬢さまで、しかもお嬢さまであることに何かしらの違和感を覚えているタイプだ。見た目やしゃべり方、知りうる限りの経歴──それらを総合すれば、まず間違いなくそうなる。

　だったら新鮮だろうさ。

　真っ向から価値観がぶつかり合う相手、と言ってもいい。

「ウチの学校はいろんなヤツがいるから」

　俺は補足する。

「周りがお嬢さまばっかりの女子校育ちでは経験できないことが、たくさんあると思う。これから色んな経験を積んでいくといい。それはきっと、君の人生にとって貴重な財産になるはずだ」

「上から目線なのが相変わらず腹立たしい……というか、なぜ？」

「ん？　なにが？」

「なぜわたしが女子校育ちだと知ってるんですか。わたし話してませんよね？　前の学校の話なんて」

「見てりゃわかるよ、そのくらい」

　育ちやら、しゃべり方やら、慣れてないギャルの格好やら。

　これだけ美人なのに男慣れしてないところとか。箱入り娘以外に考えられないだろ。

　そう説明すると、妹は「なんだかモヤっとします……いいえ、イラッとします……いやむしろこれって殺意？」仏頂面でぶつぶつ呟つぶやいている。

　いや、ホントに見てればわかるんだけどな。

　指摘されてこういう反応を示すあたりなんて、特に。

　まあ気づかないふりをしておこう。可愛かわいいし。

「とにかくだな、副会長は人生を楽しむ達人なんだ。我が道を行く強さも持ってる。反発を受けても受け流す柔らかさがあるし、場合によってはこっぴどく反撃するだけの知恵と勇気もある。一本筋が通ってるし、他人には優しくて自分には厳しい」

「つまり完璧超人ですか？」

「完璧なヤツなんていないよ。単に素敵なだけだ」

「ちょっときれいな表現で言うあたりがまた、なんとも腹が立ちます」

「何でもかんでも腹を立ててるなあ。反抗期かな？」

「ちなみに美人ですか？」

「副会長のことか？　すんごい美人だよ。……なぜそんなことを聞く？」

「いいえ別に。なぜそんな人があなたのそばに？」

「ライバルのそばにいた方が寝首を掻かきやすいから、とか言ってたな」

「戦国時代ですか」

　ま、そういうヤツなんだよ。

　別に俺は問題ない。本当に殺されるわけでもないし。

　一方で妹は、何ごとかぶつぶつ呟いている。

「またしてもスペックの高そうなキャラが……なんかやっぱりこの人、お友達に恵まれてるような感じです？　そんな人望があるようにはとても見えないんですが……でも人は見た目によらないとも言いますし……」

「ん？　もしかして俺を褒めてる？」

「いいえ全然。というか聞き耳を立てるのはマナー違反ですよ」

「となりでしゃべっておいてそう言われてもなー」

　苦笑いの俺。

　もちろん内心では満面の笑みだ。

　会話のキャッチボールこそが信頼関係構築の基本。

　何をどう言われようと、ディスコミュニケーションよりは遥はるかに勝る。どれだけ言葉でなじられようと、俺はいくらでも耐えてみせるのさ。




　……いちおう言っとくけど、マゾじゃないよ？





interlude







　意外です。

　ぜったい周りから孤立してると思ったのに。

　あの人ってああいう性格ですから、とてもじゃないですけど受け入れられるタイプじゃない、って思うじゃないですか。

　なのに少なくとも、誕生日の前に直接通話で連絡してくれる間柄の人が、ふたりもいるんですから。これは認識を軌道修正するしかなさそうです。松まつ原ばらタクローは、ただ単に頭のおかしい人じゃないのだと。




　わたしの知らない面をたくさん持っている？

　わたしがあの人をあまりにも知らないだけ？




　わかりません。

　わたしには、あの人のことがわからない。本当に。




　それとなんだか最近、あの人と普通にしゃべってしまってる気がします。

　距離を取るのもうっかり忘れていました。あまつさえ、彼のとなりに並んで会話などしてしまいました。

　気をつけないと。彼は間違いなく要注意人物なんですから。ペースに巻き込まれないように……って、あれ？　これって既に彼のペースに巻き込まれてます？




　……。

　…………。

　………………。




　まあ考えるのはやめます。それよりも目先のことです。

　ドタバタ続きですっかり忘れていましたが、わたしには重大なミッションがあるんですよね。

　そのことを考えると本当に気が重い……プレッシャーで胃が痛くなってきます。食欲も減退気味。今日もごはんが三杯しか食べられませんでした。

　果たしてわたしにそのミッションはこなせるんでしょうか？

　感情に任せて決意したことですが、今になって不安になってきました。こんなことは誰にも言えませんけど。

　突っ走るのはいいけど、途中ではたと我に返ってしまう。わたしの悪いクセです。

　わたし、お世辞にも要領が良い方ではないし、器用な方でもないんですよね……やっぱりやめようかな……いいえ今さら引けません、でも自信がない……




　ああもう！

　それもこれも、ぜんぶ松まつ原ばらタクローのせい！

　彼がわたしの人生に現れなければ、もっといろいろ準備もできたのに！

　リソースが足りないんですリソースが！　あの男に対処するだけでわたしの人生を目いっぱい使わなきゃいけない……ええそうですよ、キャパシティ少ないんですよわたしは！　悪いですか!?　ぷんすか！




　いえいえ。

　怒ってる場合じゃないんです。

　タイムリミットは迫っています。何とかしないと。でもどうやって？　YouTubeを見るとか参考書を買ってくるとか……ああでもそれじゃきっと足りない、そんな簡単なことでミッションが達成できるなら苦労しないんです。




　ああもう本当に。

　どうしたらいいんでしょうか、わたしは。





好感度：１６／１００




[image: ]







四月一日







　そしてやってきた、四月一日。

　俺と妹にちょっとした転機が訪れた。
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　なにせ妹の誕生日である。

　加えて四月一日は俺の誕生日でもある。

　なおかつ俺たち家族が新たに暮らし始める日でもある。

　つまり御お祝いわいである。セレブレーションである。

　ホームパーティーは大盛り上がりなものとなった。

　うちのお父さんはこういうの得意なのだ。

　マリアさんもお見事だった。とにかく話し上手で気配り上手。なおかつ盛り上げ上手でもあり、サプライズ料理があったり、ちょっとしたミニゲームを挟み込んだり、かと思えば鉄板ネタのエピソードを語り出して笑いを取ったり。




　いやはや。

　これは困った。

　だって楽しすぎるからな。

　もちろん毎日パーティーを開けるわけじゃないだろうけど、それでも極めてポジティブな判断基準だと言い切れる。

　つまりこういうことだ。

　この家族は、いい。

　最初は表情が硬かった妹も、パーティーが進むにつれて少しずつ柔らかい表情も見せてくれるようになった。乾杯と食事だけさっさと済ませて、自分の部屋に引っ込んでしまう──みたいなパターンも十分にあり得ただけに、これはうれしい誤算だった。

『お母さんにお目付役がいないと心配ですから。ぜったい飲み過ぎますし』

　妹はそう言ってツンとしてたけど、理由なんて何でもいい。家族四人が誰も欠けることなく宴うたげを続けられるなら、それが何よりのご褒美だ。




　まあこのへんのエピソードは割愛。

　本題は別のところにある。




　一瞬も緩むことがなかった宴は、深夜まで続いた。

　なおかつお父さんとマリアさんは、とてもたくさんのお酒を召し上がられて、すっかり上機嫌となり、なんかいろんなスイッチも入ってしまい、ふたり仲良く腕を組んで夜の街に繰り出すことになり、家には俺と妹だけが残された。




　お父さんとマリアさんは、翌日もお休みを取っている。

　俺と妹はまだ春休みの最中。

　というわけでシチュエーション、スタート。
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「ちょっといいか？」

　パーティーの後片付けを始めながら、俺は切り出した。

「お兄ちゃんとして妹にお節介がしたい」

「お節介？」

　ビールの空き瓶を水道水ですすぎながら、妹は顔をしかめる。

「何か企たくらんでいますか？　言っておきますけど、今日は御お祝いわいの日だから大人しく参加しただけですから。これが普通だと思わないでくださいね」

「なるほど。戦争している兵隊さんだって、クリスマスはお休みをもらうって言うしな」

「なので勘違いはしないでください。あくまでもこれは緊急避難的な措置ですから。基本的にあなたと関係を持つつもりはないんですから」

　宣言どおり、妹は俺との距離を取っている。

　同じ家の中でありながら、しっかり三メートルほど。

　俺は、好意を持っている相手の意見は尊重したいと考える。妹は台所で、俺はリビングで、それぞれ片付けを進めながら会話を進める。

「それはそれとして、お節介の話なんだが」

「なんですかもう……黙っててくれれば関わることもないのに。しゃべりかけてきたら、こっちも返すしかなくなるじゃないですか」

「すまん。でもそこが君のいいところだな」

「茶ちや化かさないでください。……それで？　何の話です？　無駄話だと判断したらすぐに切り上げて──」

「ギャル、やっていけるか？」

　単刀直入に言った。

　妹の手が止まる。

「いわゆる転校デビューをするつもりなんだろうけど、俺は君の適性に疑問を感じている。見た目だけはギャルに仕上げてるけど、中身までギャルにクラスチェンジするのは可能なんだろうか？　いや無理っぽいよな。これまでの経緯を見ている限りでは」

「…………」

　止まっていた妹の手がふたたび動き始める。

　ただし無言のまま。

「俺は君の力になりたいと思ってる。君にとっては不本意だとしても、俺たちは家族だし、君は俺の妹なんだから。縁はもう結ばれてるんだよ。変に逆らおうとする方が不自然じゃないかと、俺は思う」

「…………」

「理由はおいておく。『訳あり』の中身を根掘り葉掘り聞き出さない程度のデリカシーは俺にもある。とりあえず必要なのは、根本的な原因の解決じゃなくて対症療法だしな。今は目先のことに捕らわれるべきだ」

「…………」

「まあ父親だろうけどな。十中八九。原因は」

「……『訳あり』の原因はおいておくんじゃなかったんですか？」

　台所で洗い物をしながら、妹が俺をにらむ。

　俺はこう返した。

「似た者同士なんだよ、結局」

「何がですか」

「俺と君が」

「どこが似てるんですか。わたしとあなたの」

「俺にもお母さんがいる」

　妹は意表を突かれたような顔をした。

　そして同時に、意表を突かれたことを後悔するような顔もした。

「当たり前だけどな。マリアさんとは別の、血を分けたお母さんがいるんだ、俺には」

「それは……はい。ええ。そうですね。そうでした」

　口にこそしないが、明らかに申し訳なさそうな雰囲気。

　俺は別に気にしないけど。親が再婚した近この衛えトーコが『訳あり』なら、同じ理由で松まつ原ばらタクローが『訳あり』であることも、またあり得るわけだ。

　たとえば『親の再婚に反対』して『いきなり新しい家族が増えることに抵抗を覚える俺』という存在だって、普通にあり得てもいいわけだ。

　返す返すも俺は気にしないが。別に近衛トーコだけが、人生のアクシデントに直面したわけじゃない。

　俺だからアクシデントと感じなかっただけだ。

　自画自賛するみたいで恐縮だけど。でもそれは紛まぎれもない事実。

　俺と妹は同じ立場に立っている。

　なのにまるで、近衛トーコばかりが苦労と不幸を一身に背負っている、みたいな態度を取るのは。理屈でいえばフェアじゃないわけで。

　いや何度も言いますけど。気にしてないよ俺は？

　でも必要ならそういう論法も取る、って話。

「まあお父さんとお母さんが離婚して何年も経たってるから。それに今は仲間にも友達にも恵まれてて、普段はそんなことカケラも考えちゃいないんだが」

　片付けの手を止める。

　飲みかけのペットボトル。お菓子の空き箱。

　家族四人で参加して、家族二人で担当するパーティーの後始末。




『すまんタクロー。この借りは必ず返す』

『ごめんなさいねタクローさん、こんなド深夜に遊びに出かける親を許してね……あ、別に手を出しちゃってもいいからわたし的には。娘をよろしく』




　まあぜんぜん気にしないし、筋も通されてはいるんだけど。

　前提として、俺も妹も信頼されている、ってのもあるだろうけど。

　血の繋つながらない年ごろの男女を、ひとつ屋根の下、同居初日に放置ってのは。それも、片付けを子供たちに任せっきり、というのは。普通の親じゃないわけだ。

　普通じゃないのはお互い様。

　お父さんもマリアさんも。

　俺も妹も。

「でもまあ……うん、ハッキリ言ってしまうけど。苦手なんだよな。お母さんのこと」

「うちの母のこと……じゃないですよね？　その話」

「うん。俺の実のお母さんの話。嫌いなわけじゃないけど……いやまあなんというか……あの人には一筋縄ではいかない感情を持っている、というか」

　ふむ、と。

　俺は頭を掻かく。

　上う手まくは説明できない。

　お母さんのことになると、俺は冷静じゃいられなくなるからな。

「まあとにかく。訳ありなんだ。俺たちはお互いに。だったらさ、似たもの同士で知恵を出し合ったり助け合ったりするのは、そんなにおかしなことか？　というか今にして考えてみると、君に最初から親近感を感じていたのはそういうことなのかもしれないな。自分で自分を分析してみると……うん、それがしっくりくる気がする」

「…………」

「すまん。話が逸それた。最初の話に戻ろう。──ギャルやっていけるか？　転校デビューの準備はちゃんとできてるか？　俺は心配だ。それにたぶん、俺は君の力になれると思う。少なくとも学校にはくわしいからな、君よりはだいぶ」

「…………」

「頼れるものには頼ってほしい。家族だとか、兄だとか妹だとか、そういうことは関係なく。ひとりの人間として」

「…………」

　ふう、と。

　妹が息をついた。

　洗い物をする手はとっくに止まっている。

「──あなたは笑うでしょうね」

　蛇口を止めてタオルで手を拭きながら、彼女は言う。

「まずは形から、と思って、がんばって〝ぎゃる〟の人っぽい見た目にはしましたけど。でも生まれてからずっと、しゃべり方とか、礼儀作法とか、こういう感じだったから。もちろんわかってはいるんです。自分のやってることが子供っぽい、ってことは──」

「ちょっと休憩しないか」

　俺は提案した。

「コーヒーでも淹いれよう。インスタントしかないけど」
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　ふたりで並んで座った。

　リビングのソファー。おろしたてのシートカバーは座り心地上々。

　突貫工事で片付けたテーブルには、湯気を立てるコーヒーのカップがふたつ。

「複雑な気持ちを持っています。父に対しては」

　ぽつり、ぽつりと妹は語ってくれた。

　概おおむね予想していた通り、近この衛えトーコの父親はいいところの出身らしい。

　政界にも財界にも顔の利く、歴史と伝統の結晶みたいなお家柄の生まれ。

　銀ぎん座ざで働いていたマリアさんと出会い、トーコが生まれ、非嫡出あつかいの彼女は一族の間で微妙な立場に立たされ、それでも父親からの愛情はしっかり注がれて、その庇ひ護ごのもとでトーコは家柄にふさわしい娘に育っていった、との話。

　ただし父親は相当な偏屈者であり、圧倒的に独自の路線をゆくタイプの男だったらしい。

　出自と育ちが複雑なこともあって、トーコはどうやら、その父親の影響をとても強く受けているようだ。彼女の性格は、父親とは似ても似つかないものらしいけど（ついでに言うと、マリアさんとトーコも性格はまったく似てないな）。

　ふむ、ふむ。

　なるほどね。

　大量の砂糖をぶち込んだコーヒーをすすりながら、めずらしく俺は聞き手にまわる。

　しかしあれだな。

　地位やら年齢やら、あらゆるパラメーターは異なっているけど。

　トーコの父親って、なんか俺とかぶってるところ、多くないか？

　だとすると、何かと示唆に富んでいる事実な気がするぞ？　まあさすがに口には出さなかったけど……もとより根掘り葉掘り聞くつもりはない。今はそこを問題にしてるわけじゃないしな。

「で？　なんでギャルになって転校デビューしようと？」

「……不思議そうな顔しないでください。わたしだってわかってるんですから。さっきも言ったでしょう？　子供っぽいって。わかってます理屈では。でも、それでも。一度、ぜんぶリセットしようと思ったんです、自分という人間を。他にやり方を思いつかなかったんです」

　一族の白い目がある中で、トーコは自分の立場が弱いことを知っていた。

　これまで通っていた学校は、生粋の箱入り娘を育成するためのお嬢さま学校。

　徹底したスパルタ教育と、無菌状態を維持するための管理体制。

　彼女にとって、学校生活とは牢ろう獄ごくのようなものだったかもしれない。あるいは島流し、とでもいうべきか。

　それでも唯々諾々と彼女は従った。反発ではなく従順を選んだのも、近この衛えトーコらしい判断だと思う。ここしばらく彼女と行動を共にする中で、そのことは肌感覚でわかる。

　マリアさんがうちのお父さんと結婚する、という決断を下さなければ。きっとこの妹は死ぬまで鳥籠に入れられた雛ひなのまま、だったのではないか。

　まあそのあたりの話は省く。これまた本題ではない。

　本題は、きっかけを得て自分という存在を一新しようと試みたにもかかわらず、一向にある種の呪縛が抜けそうにない、ってところだろう。

「形から入ればなんとか──って思ってたんですけど」

　はあ、とため息をつく妹。

「甘かったんですね。自分の世間知らずっぷりを再確認させられた気分です。なんというか……見返してやりたい、っていう気持ちがあったんだと思います。一族の人たちに対しても、父親に対しても。もしかするとお母さんに対しても、かもしれません。うちの母って、わたしをいつも半人前あつかいするので。まあ実際に半人前なんですけど……でもお母さん、わたしが思い切って〝ぎゃる〟の格好を真ま似ねてみた時にはこう言ってくれたんです。『あら素敵！　やるわね！』って。今にして思えばわたし、それで自分に自信を持ちすぎたのかな、って……」

　なるほどな。

　相づちを打ちながら、俺は責任を痛感している。

　自分で言うのもなんだが、俺と出会っちゃったもんな。

　俺に対処するので精一杯で、ギャルの完成度を上げたり転校デビューの予行演習をしたりするヒマは、まあなかったんだろう、どこにも。

　必要以上につんけんして見えたのも、なんとなく察しはついた。気を張っていた時期だったろうし、俺という存在を受け流す余裕はなかったか。

「……しゃべらされてしまいました」

　はあ、と。

　再度のため息。

「いえ、しゃべったのはわたしですけど。あなたにこんなこと話すなんて」

　すっかりぬるくなったコーヒーに、妹は口をつける。

　俺も激甘なコーヒーをすする。

　俺たち以外に誰もいない部屋。

　時刻はもう深夜を過ぎている。お父さんが奮発して買った一軒家は、隣家とのスペースも十分に空けられて、庭も広い。外からの音は何も聞こえない。

「恥を忍んで頼みたいことがあります」

　妹がこちらに向き直った。

　ただでさえきれいな瞳が、強い意志の光でやけにきらきらしている。

　俺はドキリとさせられる。

　少し動揺しながら聞く。

「頼みたいことって？」

「わたしを〝ぎゃる〟にしてもらえませんか？」

　凜りん、とした響きは、それ自体が音楽として成立してそう。

　それでいて女性らしい柔らかさと温かさを兼ね備えた不思議な声で、美人ってやつは声まできれいなんだな、と感心してしまう。

「わたしのリセットに力を貸してもらえませんか？　あなたが推理したとおり──わたしはゼロから自分を作り直して、人生をやり直そうと思っています。でも今のままじゃ足りません。見た目を変えただけで中身は何も変わってない状態なんですわたしは。もう時間もない。学校が始まるまでに何とかしないと──恥を忍んで重ねてお願いします。わたしを〝ぎゃる〟にするお手伝いをして頂けませんか？」

　他ならぬ〝妹〟からのお願い。

　反発や拒絶からの要求ではなく、俺がそれに値するだけの人間だと見込んでの、切実な願望。

　正直に言うと、俺は感動に打ち震えた。

　彼女、やっぱいいよなあ。

　そう思いながら俺は答える。




「お断りします」




　くちびるの端が、ひくっ、と引きつった。

　妹の顔。『うそでしょう？』『この流れで？』そんなセリフが今にも口をついて出そうな、愕がく然ぜんとした、そして彼女が口を開いて発声しようとした瞬間。

　機先を制して俺は続ける。

「必要ないからだよ、そもそも」

「必要がない？　どうしてですか？　わたしの説明が足りなかったですか？　わたしが今おかれている状況が伝わっていませんでしたか？」

「いや伝わったよ。すごく嬉うれしかった。少しは心を開いてくれたのかな、ってことも伝わってきて、お兄ちゃんは感動した」

「だったらどうして──」

「君はとっくにリセットされてるから」

　ぱちくり。

　目を瞬かせる妹。

「自覚がないっぽいから言うけど。話を聞いてる限り、君はもう十分に別人だよ。断言できる。俺が知ってる少ない情報からでも問題なく判断できる」

「そっ──いえでもあなた、自分でも言ってるじゃないですか！　『少ない情報』って。それでどうやって判断するっていうんですか!?」

「必要十分、って言葉があるだろ。問題なのは『少ない』ことじゃなくて『十分』なこと。ここしばらくで俺たちはお互いのことをヒアリングできたし、それにこれは黙ってたけど、マリアさんからいろいろ話を聞いた。身辺調査するみたいで、君からしたら不愉快なことだったかもしれん。そこは謝る」

　頭を下げる。

　さらに続ける。

「自分が変われていることを信じられないか？　じゃあいくつか証拠を挙げる。まず見た目はとっくに合格点。どっからどう見ても立派なギャルだよ。次に中身。『変わろう』と決めて『見た目がまるっきり変わった』時点で、これも余裕で合格点だ」

「そんなの──そんなの言葉遊びじゃないですか」

「だったらちょっと数えてみてくれるか？　俺と出会ってから、君がいったい何度怒ったり大声をあげたりしたか。たぶん数え切れないよな？　でも君、元はといえば『おしとやかであまり口数の多くない、ちょっとミステリアスなご令嬢』だったんじゃないのか？　だったら明らかにキャラが変わってるよな？」

「あ──」

「昔の君の同級生が今の君を見たらびっくりするだろう？　ほんの十日ぐらいしか経たってないはずなのにさ。なるほど確かに君は偽物のギャルだ。しゃべり方も振る舞いもギャルっぽくない。でもそのことに何の問題が？　君は完全無欠のギャルになりたいわけじゃなくて、自分をリセットしたかったんだろう？　だったらもう目的は達成されてる」

「そ、そう……なんでしょうか……？」

「それとついでだから言わせてもらう。そもそもギャルになって何とかしよう、って発想そのものが浅い」

「はぐぁ!?」

　変な声を上げて妹が胸を押さえた。

　心臓にキたんだろうな。まあ発作さえ起こさなきゃ別にいい。

　続ける。

「そもそも浅いんだからこだわり抜く必要なんてない。こだわる方がむしろ言行不一致だ。ただでさえ君は流されやすい性格だろうから、ほどほどのところで収めておく方が、精神衛生上よろしいんじゃないかと俺は思う」

「うう……胸が痛い……でも言い返せない……」

「ついでにもうひとつ言うと、ただのギャルなんて普通だ。だったら今の方がいい。元・お嬢さまでギャルになりたい箱入り娘だけどまったくギャルには向いてなくて中身はお嬢さまのまま──いいじゃないか。立ってるよキャラ。しかも自然体だ。俺はおすすめするよ、今の近この衛えトーコという存在を」

「うう……キャラが立ってるかどうかは問題じゃないんですが……」

「キャラ立ってた方が楽だぞ？　ウチの学校は変わり者が多いからな」

　京大の高校バージョンみたいなところだからな、ウチの学校は。

　親友殿と副会長を例に挙げても、それは納得してもらえると思う。

「自信がない、確信を持てない、っていうなら、どっちも俺が保証する。俺が信用できないなら、親友殿と副会長にも聞いてみればいい。どうせすぐに顔を合わせるし」

「…………」

「というわけで最初の話に戻るよ。君のオファーはお断りする。なぜなら必要ないから。……他に何か聞いておきたいことは？　疑問、異論、その他もろもろ。妹との会話なら何でも大歓迎だ」

「…………」

　妹はくちびるを噛かんでいる。

　拳をにぎり、肩をいからせて声を絞り出す。

「……ドヤ顔で言われるのが腹立ちます」

「してないぞドヤ顔。ドヤれるほどのこと言ってないからな」

「…………」

　理屈ではわかっているんだろう。

　だけどすぐに受け入れるほどには、感情がついてきてくれないんだろう。

　自分の行動がそもそも感情的なものだと、彼女は最初から理解もしていた。

　誰にとってもつらいもんだ。心と身体からだがバラバラでついてこない状態、ってのは。

　俺は少し考えた。

　テーブルには、とっくに冷めたコーヒーカップがふたつ。

「妹よ」

「なんですか」

「そのコーヒー、ちょっともらえないか？」

「……？　わたしのを？」

　怪け訝げんそう。

　俺は妹のコーヒーカップを手に取った。

　残っていた黒い液体をひとくちすする。

「…………」

　俺は眉間を指で揉もみほぐす。

　妹は『え？　何？　何なんです？』という顔で戸惑っている。

「苦いな」

　ため息をつきながら俺は言う。

「とにかく苦い。頭がくらくらする。心臓がバクバクする。こいつはどえらい刺激物だ。俺は激甘のコーヒーしか飲まないからな。効くよものすごく。とてもサイケデリックだ。１９６０年代のカルチャーを思い出す。くわしくないけど」

「そ、そんなにですか？　普通のブラックコーヒーですけど？」

「でも、これはこれでいいものかもしれん」

「えっ？」

「香りは確かにこっちの方が立つ。舌が痺しびれるような苦さだけどな。コーヒーってこういう味だったのか、って素直に思えるよ。食わず嫌いは良くないね」

　いやでもやっぱ苦いわ。

　俺はちょっと後悔した。

　とっさの判断で身体からだを張ってみたのはいいが。これもまた、俺のそそっかしさのうちに入ってしまうかもしれん。

「……ええと」

　なおも戸惑いの様子を見せながら、妹が聞いてくる。

「つまりそれは。あれですか」

「あれって？」

「『俺もやったからそっちもやれ』っていう。『いいから一歩を踏み出してみろ』っていう。そういうことでしょうか」

「まあ。そんなところかな。たぶん」

「コーヒーを飲んだだけで？」

「俺にとっては一大事なんだよ。君にとって簡単なことが俺には難しい。俺にとって簡単なことが君には難しい。『お互い様』って言葉、俺は好きだな」

「…………」

　なんとも言えない顔で妹が見つめてくる。

　信頼と不信のゆらぎ。

　曇り空とわずかに差す光。

　迷い。

　自分との葛藤。

　たかがギャルになるかならないか、の話だ。

　だけど小さなことだと笑うなかれ。問題が大きいか小さいかなんて、けっきょくは主観でしか測れないんだから。

　近この衛えトーコにとっては大きな問題。

　ならば俺は全力で支えるとも。

「考えて、みます」

　やがて彼女は言った。

　たったそれだけ。

　俺は感動した。

　怒ってもいないし苛いら立だってもいない。

　ネガティブでもポジティブでもない、まっさらでフラットな状態で俺に向けてくれた、おそらくは初めての言葉。

　うん。

　いいね。

　これが妹に頼られる、ってことか。

「ぜひ。考えてみてくれ」

　俺は満足の気持ちでうなずいた。

　そのまま妹に向かって倒れ込んだ。

「えっ!?　ちょっ──」

　俺と妹。

　ソファーで隣同士。

　俺が倒れ込むと、ちょうど膝枕の体勢になる。

　すまんな妹よ。わざとじゃないから勘弁してほしい。

「──！　──！」

　妹が何かをわめいているが、俺の耳には届いてこない。




　俺はそのまま目を閉じ、そしてあっさりと意識を手放した──





interlude







『とても苦いものを口にするとめまいを起こす体質』




　……だそうです。

　いやいや。

　何ですかそれ。

　聞いたことないんですが。苦いコーヒーを飲んだだけで、砂糖たっぷりのコーヒーじゃなかっただけで。めまい。倒れる。しかも膝枕。




　本当に意味のわからない人です。

　出会った最初の瞬間からそうでした。

　わたし、こういう時に使うべきぴったりな言葉を知っています。

〝ツッコミが追いつかない〟

　……っていうんですよね？　使い方まちがってますか？　まちがっててもいいです。わたしの中ではしっくりきました。




　そしてやっぱり手の掛かる！

　こんな人、これまでどうやって育ててきたんでしょう？

　義理の父になる人は、かなり変わった人ですが。その点は心から尊敬します。

　わたしはとても不安です。

　松まつ原ばらタクロー。こんな人と一緒に暮らすなんて、本当にだいじょうぶなんでしょうか？　もしかして正気の沙汰ではなかったりします？　やっぱり今からでも別居とか真剣に考えた方がよくないですか？




　パーティーとお片付けの疲れから、でしょうか。

　そのままソファーで眠ってしまった彼を見下ろしながら、わたしは思います。

　さっきは止める間もなかったですけど。

　というかそれ以前に、あの瞬間は何も意識していなかったんですけど。意識する間もなく、という流れだったんですけど。

　間接キス……ですよね？

　さっきの。コーヒーカップ。わたしの。彼が飲んだんですが。

　ちょうどしっかりと。くちびるを付けた場所が。わたしのと彼のとがピッタリ一致することに、遅まきながら気づいてしまったんですが。




　うわあ。

　えええ。

　顔が赤くなってきました。

　いえ、今さらでしょう。初う心ぶにもほどがあります。いくら箱入り育ちを自覚してるわたしでも、これはちょっと。

　手も握られてるし、胸も触られてるし。順序的には問題ないはずです。こんなのどうってことありません。いえありますけど。

　というか。

　わたし、感覚おかしくなってます？

　我ながら変なこと言ってますよね？

　松まつ原ばらタクローという刺激物が強烈すぎて、他のことが割とどうでもよくなってるような。いえ、とんでもないことなんですけど本当は。




　ああもう！

　どうしてわたしが意識しなくちゃいけないんですか！　こんなにも！




　でも。

　ちょっとだけ、うれしかったかも。

　倒れてしまうほど苦手なものをわざわざ口にしてまで、わたしの背中を押そうとしてくれた、ってことですよね？

　なんだかやり方はまちがってる気がするんですけど。

　さすがに悪い人ではなさそう、ってことは、認めるしかないのかもしれません。




　あ。そういえば。

　否定するのを忘れてました。あの男がわたしのことを『妹』って呼ぶのを。




　……。

　…………。

　………………。




　よくありません。

　これはとてもよくない傾向です。




　気を引き締めていきましょう。なんだかわたし、油断している気がします。

　間もなく新学期が、新しい学校生活が始まります。




　松まつ原ばらタクローが本当に危険のない人物なのか。

　これからしっかりと見極めていかなければ──





好感度：２８／１００
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四月十日







　そして迎えた新学期。

　この日は快晴、雲ひとつない日本晴れ。





　　　　　　　†






「いってらっしゃい」

　玄関先。

　お父さんとマリアさんが見送ってくれた。

　いそがしいスケジュールの中で時間を取ってくれたふたりは、上機嫌そうである。




「トーコちゃん」

「なんですかお母さん」

「制服、似合ってるわあ」

「今日初めて着るわけじゃないですから。何度もうっとりした顔しないでください。恥ずかしいです」

「ギャルのファッションも板についてきたわねえ。あーもー可愛かわいい可愛い。ナンパされてもちゃんと上う手まくあしらうのよ？　お母さん心配だわ」

「心配しなくてもだいじょうぶです」

「うんうん。タクローくんがいてくれるから安心よね」

「なぜそこでこの人の名前が出てくるんですか。子供じゃないんですから自分ひとりでなんとかできます」




「タクローよ」

「なんだい父さん」

「制服、似合ってるな」

「去年からずっと着てるぞ？」

「知ってる。マリアさんとトーコさんのやりとりを見てたら、お父さんも初々しい初登校ごっこをやってみたくなってな」

「まあわかる」

「これから先、いろいろ頼むぞ」

「それもわかってる」




　いってきます、と。

　手を振って家を出発した。

「まったく……大げさなんですよ、うちの母は」

「そうか？　俺はマリアさんの気持ち、わかるけどな」

「戦争に出かけるわけじゃないんですから。大げさですよ」




　俺たちふたりは並んで歩く。

　並んで、というのは正確ではないか。妹は少しだけ後ろをついてくる。

　その距離、およそ五十センチ。




「これが最初で最後かもしれないじゃないか。こんな風に両親に見送られて学校へ行く、なんてのは」

「……やっぱり大げさすぎません？」

「俺たちが学校へ行く。お父さんとマリアさんが見送ってくれる──そんなのすぐに日常になる。なってしまう」

　日常になったらどうなる？

　ありがたみを感じなくなるんだよ。

　そもそもだ。お父さんもマリアさんも忙しい人だし、俺たちだっていつもそろって家を出られるとは限らないだろう？

　もっと言えばだ。君が学校になじんで新しい友達ができたりしたら、俺はお役ごめんになるわけで。その方が自然な流れだしな。

　ほら。やっぱりそうだろ？

　今この瞬間は、まちがいなく『有り難い』ものなんだって。

　ちょっと感傷的になるのも。

　ひとことふたこと、娘や息子とたわいもない駄だ弁べりを交わすのも。

　大げさでいい。

　それでいいんだ。

　大切なことを小さなものだと片付けてしまうよりは、ずっといい。




　──そう説明すると、妹はジト目をした。

「知りませんでした。あなたって、何にでも感動しがちな人なんですね」

「知らなかったのか？　そのとおりだよ」

　俺は認めた。

　そもそも俺の感動は、別のところにもある。

　彼我の距離、五十センチ。俺と近この衛えトーコを隔てる空間の度量衡的表記。

　他人行儀、にはちがいない。

　だけどそもそも一緒に登校しない、と宣言していたことを考えれば大きな一歩だ。会話には不自由しないし、周りからみても他人同士っぽくはないだろう。

　むしろ『半歩後ろをついてくる貞淑な妻』みたいに見えなくもない。

　当人に言ったらへそを曲げるだろうから、もちろん言わないけど。

「そんなことよりだ」

　電車の改札を通りながら俺は訊きいた。

「心の準備はできてるか？　今日から新しい学校生活が始まるんだが」

「うぐっ……」

　妹がひるんだ様子を見せる。

　銀色に近い金髪。瞳には緑色のカラコン。着崩したカーディガンに、膝上十五センチの短いスカート。今日も見た目は完璧なギャル。

　通り過ぎる男たちの大半が振り返る、そのキラキラっぷり。

「そのままでいい、って言ったじゃないですか」

　だけどその中身は箱入りお嬢さま。

　彼女のキャラクターは、出会った当初から何も変わってない。

「あなたが言ったんです。わたしに大おお見み得えを切ったんです。わたしのキャラは立ってるから今のままでいいと」

「言ったよ。確かに」

「だからいいんです。このままいきます。特に準備とかしてません。見た目はすぐに変えられましたけど、中身を変えるのは無理でした。無理なら仕方ないでしょう？　変えられないなら、変わらないままいくしかないじゃないですか」

「開き直りだ」

「悪いですか？」

「いいや悪くない」

　電車に乗った。

　朝のラッシュアワーだ。

　五十センチの距離は、次々と押し寄せる乗客によってあっという間に縮まっていく。

　ほぼゼロ距離。

　妹の顔を、ほとんど真下に見下ろす格好。

「くれぐれも」

　視線を俺に向けて、妹が下からにらみあげてくる。

「くれぐれも発動させないでくださいよ？　あなたのそそっかしさ」

「問題ない。慣れている」

「それはどっちの意味の『慣れている』ですか？　慣れているからそそっかしさを発揮しない？　それとも発揮するのに慣れている？」

「ご想像にお任せします」

　嘘うそはつきたくないので、俺は判断を投げた。

　妹は「最悪です」と毒づいた。

「それに忘れてませんからね、わたし」

「何をだろう」

「全力でサポートする、と」

　にらみながら妹。

「あなたそう言いましたよね？　忘れたとは言わせませんよ？」

「忘れないよ。俺は君を最大限の力で支える。まずは今日の初登校だ」

「あなたを信じてはいませんが、今日は信じます。よろしくお願いします」

　電車を降りた。

　改札を出れば、目的地はもうすぐ。

　ラッシュアワーに混じって、うちの学校の生徒たちもちらほらと。

　五十センチ後ろを歩く妹が、ぎゅっと身を縮めたのを感じる。

「緊張してる？」

「し、してません。……いえ。してます」

「すぐ認めるなんてめずらしい」

「背に腹は替えられません。残念ながらあなたしか頼る相手がいないんですから、あなたに正しく状況を伝える必要があると判断しました。わたしは新しい学校に、今日から転校することに、とても緊張しています」

「びびりなんだなあ、意外と」

「悪いですか？」

「いいや。妹の新たな側面を知れたんだ。悪いわけがない」

「そういうの今いらないですから。緊張しているのでフォローをお願いします」

「問題ない。俺がついてる」

「あなたと二人で行動して問題が起きなかったこと、一度でもありましたか？」

　言われてみれば確かに。

　俺のやらかし癖は、妹の前で全力発動してたもんな。

　でも今度という今度は大丈夫。

　なぜならホームグラウンドだ。俺にとって、私立継つぐ宮みや高校って場所は。

「おーっす会長」

「やあ。おはよう」

「かいちょー。おはよーございまーす」

「こちらこそ。おはようございます」

「会長～。誰そのカワイイ子？」

「転入生だよ。今日からよろしく頼む」

　学校までの道すがら。

　妹とやり取りをしながらも、何人かの生徒たちと顔を合わせてあいさつを交わした。

　そのたびに妹が怪け訝げんそうな顔をする。

「どうした妹？　なんかおかしいか？」

「ああいえ。〝会長〟って誰なのかな、と思いまして」

「俺のことだけど」

「なんの会長なんですか？　同好会の？」

「生徒会のだが」

「えっ」

「言ってなかったか？　俺、生徒会長だぞ。継宮高校の」

「えっ」

　と妹が目を丸くしたタイミングで。

　ちょうど到着した。

　校門前。都内の高等学校としては、それもエスカレーター制ではない名門校というくくりでは、かなり大型の部類に入るだろう。

　生徒数は二千人超。

　校是はズバリ『個性の尊重』。

「ほら着いたぞ。これがうちの学校」

「バカにしてます？　転入の手続きでここには来てますから、まちがえたりはしません。というかあなたが生徒会長って──いえ、そんなことよりも──」

　校門前。

　生徒たちが人だかりをなしている。

　具体的には三十人ぐらい。

　校門の前をおおむね占拠するには十分な数。

「……なんだか人、多くないです？」

「撒まき餌えみたいなもんだ。魚釣りでいうところの」

「な、なんの話ですか？」

「目立つヤツがいると、人が集まってくるもんなんだよ。校門前で出迎えてくれるように俺から『親友殿』に頼んでおいた」

「話が見えないんですが……」

「ほら。あいつだよ」

　向こうも気づいたらしい。

　校門前、人だかりの中心にいたそいつが、こっちを見て手を振ってきた。何かのお手本にしたくなるような満面の笑みで。

　美少女だ。

　いや本当に。そうとしか表現しようがない、ザ・美少女、って感じのヤツがいる。

　黒髪スレンダー。ひとことで表現するならそんな感じだ。

　でも彼女を一目でも見たことがある人間は、ひとつの事実について納得せざるを得なくなるはずである。

　すなわち〝美少女ってやつは外側じゃなくて内側で決まる〟ってこと。

　雰囲気がちがう。

　立ち姿、白い歯を見せる笑顔、朝日にきらめく黒髪。なんかもうそれ以外の色々から、きらきらした何かが滲にじみ出でている。

　人はそれをオーラと呼ぶ。

「おーっすタクロー！」

　手を振りながら美少女がこっちに歩いてくる。

　彼女を取り巻いていたファンたち（男女問わず）が、オーラ揺らめくその姿にそろって釘くぎ付づけになっている。

「おはよう親友殿」

　俺もあいさつを返す。

　流れのついでで紹介もする。

「紹介する。彼女が新しくできた妹」

「おうおうおう！」

　親友殿は無遠慮にトーコを眺め回す。

　三十センチぐらいの距離から。根掘り葉掘り、という感じで。

「えっ？　えっ？」

　トーコは泡を食っている。

　親友殿の美少女っぷりは迫力があるからな。こんな風に先制攻撃っぽく踏み込まれたら、後手に回るのは仕方のないところだろう。

「へーえ。こりゃ美人だわ！」

　親友殿がおどろいた。
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　のけぞるようにして。表情豊かに。

　まるでアメリカンコメディの女優みたいな仕草だが、ちっとも嫌いや味みがない。

「諸もろ星ぼしヒフミだ」

　親友殿がトーコの手を握る。

「これからよろしくな、妹ちゃん」

「よ、よろしくお願いします。……あの、どちらさまで？」

「オレか？　親友だよあんたの兄貴の。ついでに言うと幼なじみでもあるな。もう十年ぐらいの付き合いになるか。もっとついでに言うと、生徒会の書記もやってる。タクローに頼まれてしょーがなく」

　にっ、と。

　どこか好戦的な、それでいてひどく友好的な。

　そんな不思議な笑みを浮かべる親友殿。

　一方の我が妹は。

「あ、はい。はあ」

　まだ面食らっている。

　それから「うーん……」と眉間を揉もみほぐし、俺と親友殿を何度も見比べて、

「え？　女の人？」

「うん」と俺。

「男の人じゃなく？」

「確かめてみっか？　ついてねーぞ？」股間を指さして親友殿。

「あ、いえ」

　どストレートな親友殿の返しに、妹はいよいよ面食らっている。

「ええとすいません。女性だとは聞いてなくて……」

「いーよ。慣れてるしそういうリアクション。どうせタクローも言わなかったんだろ？　百聞は一見にしかずの方針でさ。実際に自分の目で見た方が早はえーだろーし」

「あ、いえ、はい。確かにわたしも親友さんの性別を確かめたことはなかったですし……でも、え、なんかすっごい美少女でびっくり……」

「あんたもイイ線いってるよ。オレほどじゃねーけど」

　堂々とのたまうヒフミだった。

　見た目は完全無欠に透明感ある美少女、中身はやんちゃ少年。

　まるでギャップが服を着て歩いてるようなヤツ。

　もちろん我が妹だって、見た目はギャルで中身はお嬢さまだから、ギャップでいえばどっこいの勝負なんだけど。このへんは一日の長というか、経験の差というか。

　なにせここ継つぐ宮みや高校は、諸星ヒフミみたいな人材がまあまあの頻度で出現するので。

　そしてギャップといえばもうひとり。

「おはようございますわー！」

　声が響いた。

　ものすごーく特徴的な声。

　鈴の鳴る音を連想させる、それでいて戦陣でぶっ叩たたく銅ど鑼らにも似た、とにかく元気で騒がしいやつ。

「みなさまご機嫌よう！　今日も一日、張り切って行きますわよー！」

　注目の視線を送るギャラリーたちに手を振りながら、これまた何人もの取り巻きを引き連れて、ひまわりみたいな笑顔を咲かせ歩いてくる人物がひとり。

「おはよう副会長」

「おはようございますわ生徒会長！　それとヒフミさんも！　でもって──」

　ずいっ、と。

　真まっ直すぐ妹の前まで歩を進めて、ぐいっと距離を縮める。

　その距離またしても三十センチ。

「あなたが近この衛えトーコさん？」

「は、は、は、はい」

　当然トーコは押され気味。
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　副会長の身長は百七十センチ近くあるから、見下ろされる形の我が妹はさぞかし心細い気持ちになっていることだろう。いや、ていうか優しくしてやってくれよ？　拾われてきたばかりの子猫を扱うつもりでお願いします。

「──ベリーキュート！」

　副会長が身もだえした。

「お目々きらっきら！　くちびるがとってもジューシー！　何よりお肌がすっべすべ！　ちょっとうらやましいですわ！　わたくしだと頑張ってお化粧してもそこまでにはなりませんもの！」

「あ、ありがとうございます……」

「花はな見み沢ざわツバサですわ！」

　トーコの手を両手で握り、ぶんぶん振り回しながら、

「この学校の副生徒会長を務めておりますの。よろしくお願い致しますわね」

「あ、はい、こちらこそ……」

「ところであなた。スパイ活動に興味はありませんこと？」

「はい……？」

「松まつ原ばらタクローの妹になったのでしょう？　ひとつ屋根の下で暮らしているのでしょう？　であれば、彼に関する情報はいくらでも入ってきますわよね？　それをちょっとばかり横流しするだけの簡単なお仕事ですわ」

「おーい」と釘くぎを刺す俺。「俺本人がいる前で堂々と敵対行為をしないように」

「うふふ！　もちろん冗談ですわよ！　半分ぐらいは！」

　悪びれない副会長だった。

　花見沢ツバサ。我が親友殿と並んで、継つぐ宮みや高校で最も目立つ生徒のひとり。

　ふてぶてしさと図ずう々ずうしさを兼ね備えた、一般庶民お嬢さま。

　己の道を貫くことへの信念と、外見の見事な〝美少女〟っぷりゆえに、ファンやシンパや信者になる生徒があとを絶たない。

　もちろん彼ら彼女らは、副会長の真の姿を知った上で、花見沢ツバサというキャラを受け入れ、愛しているのである。自じ由ゆう闊かつ達たつを旨とする我が校風のわかりやすく具体的な一例だと思う。と、いうのも──

「ねえねえ、それにしてもあなた。近この衛えトーコさん」

「は、はい」

「本当の本当に、あなたって美少女ねえ。わたくし美少女が大大大好きですの」

「い、いえ、そんなことは……というかそれでいったら花見沢さんも、とってもとっても美少女でいらっしゃると──」

「男だぞ」

　俺は口をはさんだ。

「……はい？」

「男だよ花はな見み沢ざわツバサは。性別オス。FemaleじゃなくてMale」

「お、男……？　え、いえでも、どうみても美少女──」

「小さなことですわ！」

　副会長が高笑いする。

「性別なんて、ついてるかついてないかの差でしかありません！　わたくしはわたくしの考えるわたくしらしいやり方で、周りにちょっとだけ気を遣いながら楽しく生きているだけでしてよ！　あなたが自ら好んでギャルの姿を選んだのと大差ありませんわ、近この衛えトーコさん！」

「は、はあ……」

「ちなみにわたくし女の子も男の子も大好きです！　性別よりも見た目と中身を重視するタイプですの！」

　エンジン全開の副会長だった。

「妹よ」

　俺は言った。

「これは俺からのプレゼントだと思ってくれ」

「プレゼント……？」

「たぶん緊張するだろうな、と思ってた。今日は転校初日だ。自分を丸ごとイメチェンして、人生の環境も丸ごと変えるんだから。緊張するのは自然なことだと思う」

「は、はあ。あ、はい」

　目を白黒させるトーコ。

　めまぐるしく新しい刺激に晒さらされた今のシチュエーションに、思考回路がついていっていないのだろう。

「どうせ君は目立つ。転校生だし、ギャルの見た目だし、とびきりの美人だからな。しかも松まつ原ばらタクローの妹として君は認知される。これまであえて言わなかったけど、まあ悪目立ちするのは間違いない」

「は、はい」

「なので逆に考えてみた。どうせ悪目立ちするなら、全力で目立ってしまった方がいいと。木を隠すなら森の中、っていう言葉もある。あれに近いものだと考えてくれ」

「……？　？」

「つまりだな。『君よりあくが強い人間で周りをそろえたら、相対的に君の印象は薄くなる』だろう？　根っからのお嬢さまがぜんぜん抜けなくて、見た目だけギャルにしてることの焦りとかコンプレックスとか──そんなのは些さ細さいなことに思えてこないか？　こういう状況だと」

「…………」

「ではあらためまして。これは俺からのプレゼントだ。喜んでもらえるかどうかわからんが、受け取ってほしい。……まあ先走りしすぎたプレゼントだろう、と言われたらあまり反論はできないんだが。それでも俺は、これが君への最適な贈り物だと信じている」

「なんかダシにされてるみてーでシャクだけどな」

　と親友殿が横から。

「可愛かわいい転校生のためですもの。職掌上、当然の役目でしてよ」

　と副会長も横から。

「…………」

　妹は目をぱちくり。

　状況を理解しているような、していないような。

　ただ、どうやらこれだけはわかってくれているらしい。

　親友殿も、副会長も、そしてもちろん俺、松まつ原ばらタクローも。

　近この衛えトーコの転校を歓迎し、サポートしよう、という強い意志がある、ということ。

「──ありがとう、ございます」

　ややあって。

　妹が口を開いた。

「今日からこの学校でお世話になります、近衛トーコです。どうぞよろしくお願い致します。諸もろ星ぼしヒフミさん、花はな見み沢ざわツバサさん。それと……兄さんも」

　ぺこり。

　お辞儀。そして笑顔。

　親友殿が「うおっ!?」とのけぞった。

　副会長が「んまあ」と目を輝かせた。

　可か憐れんであった。

　見た目の良さでいえばとびっきりであるこの二人をして、トーコの笑顔はクリティカルヒットであったらしい。

　野や次じ馬うましているギャラリーたちも同様。

　そしてもちろんこの俺、松原タクローのハートも撃ち抜かれた。

　よくよく考えたら初めてなのだ。妹の笑顔を見るのは。

　今までは不機嫌な顔とか、怒った顔とか、呆あきれた顔ばかり見てきたもんな……いやまあ俺のせいなんだろうけど……ていうか笑顔バージョンのトーコって、親友殿とか副会長と普通にタメ張れるな……いやむしろ勝ってる？　あーもーすごいな、感動するな、惚ほれ直してしまうな。

　そして俺の聞き間違いでなければ。

　今、俺のこと兄さんって呼んでくれた？

　え、めっちゃ嬉うれしいんですけど。ここで人生が終わったら絶対にハッピーエンドのグランドフィナーレだよな。いやまあ始まったばかりなんだけどさ、色んなことが。





　　　　　　　†






　そう、始まったのだ。

　この日、四月の十日。

　松まつ原ばらタクローと、近この衛えトーコと、そして愉快な仲間たちの、喧けん噪そうの日々が。

　パズルのピースが嵌はまるようにして、歯車が噛かみ合あうようにして、そろい始め、動き始めて、ひとつの大きな流れを形作っていくことになるのだ。




　ま、その話は別の機会に。

　結婚までの道のりはまだまだ長い。

　結果の途中に挟まれるイベントやエピソードには事欠かない。焦る必要はないのだ、俺とトーコの関係と同じく。
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　ゆえにこの場は我が妹の初笑顔をもって、いったん俺語りの〆しめとさせていただく。

　ではご縁がありましたら、また。





interlude







　そう、終わったんです。

　この日、四月の十日という日に。ある意味ですべてのことが。




　ええそうです。

　この時のわたしはまだのんきなものでした。

　緊張していた転校初日、予想外の展開ながらもうまくスタートを切れたこと──

　諸もろ星ぼしヒフミさんも、花はな見み沢ざわツバサさんも、面食らうぐらいキャラが立ってはいるけれど、とてもいい人そうだったこと──

　そういった要素が、わたしの目から色んなものを覆い隠していたんです。

　つまり、わたしは本当の意味で理解してなかった──松まつ原ばらタクローという人が、極度のおっちょこちょいであったり、苦いコーヒーを飲んだら倒れてしまうという奇き天て烈れつな体質を持っていたりするだけでなく、そもそもにおいて多種多様な面倒ごとを招き寄せる星の下に生まれついている、ということに対して、まだまだ甘い考えを持っていたんです。

　そう。甘いんですよねわたしは。返す返すも。

『俺からのプレゼントだ』とか言われてまんまと懐柔されたあげく、『兄さん』なんて呼んでしまって……ああもう、やり直したいです人生。本当に。時間を巻き戻せたらどれだけいいでしょう。早く発明されてタイムマシン。




　とはいえ、その話は別の機会に。なにせ長い話ですから。

　ただしひとつだけ。この近この衛えトーコに今、ここであらためて誓いを立てさせてください。

　わたしは結婚しません。

　松まつ原ばらタクローと婚姻関係を結び、婚姻届にハンコを押して役所に届け出て、新しい家族を作る──そんなのは夢物語を超えた空想、いえ妄想であると断じます。

　だってそうでしょう？　プロポーズと受け取られても仕方のない宣言をしておきながら、まさかあんなことを──いえ、やめておきます。これ以上語ると愚痴になってしまいますから。




　重ねて宣言します。

　わたしは松原タクローと結婚しません。

　いいですか？　絶対ですよ？

　絶対の絶対に、結婚なんてしませんから。本当ですよ？　本当の本当に絶対ですから。




　以上。

　このたびはわたしの拙い語りにお付き合い頂き、真まことにありがとうございました。

　ではご縁がありましたら、また。





好感度：？／？
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あとがき




〝怒り〟である。

　この小説を書き始めたきっかけの話だ。





　　　　　　　†






　新企画を立案すべく、私は複数の資料に目を通していた。

　その多くはライトノベルで、ジャンルはラブコメディ。

　偶然の要素も多分にあるが──資料に目を通していく中で、私はふたつの共通点を見み出いだしたのである。

　ひとつめ。義理の妹が登場する作品、ないしは義理の妹を主題にする作品が多い点。

　これはさしたる問題ではない。義理の妹というモチーフはライトノベルに限らず、様々なエンタメのジャンルで採用されている、極めてキャッチーな素材だ。昨今のラブコメでは義理の妹が登場しない作品を探す方が難しいのではないか、とさえ思えるほどである。

　問題はもうひとつの共通点だった。

　ものわかりのいい主人公があまりにも多すぎるのだ。

　義理の妹に対して節度を守り、適切な距離を取り、よこしまな気持ちは極力抑え、淡々としたトーンで彼らは考え、行動していく──

　わかる。

　ものすごく、わかる。

　このご時世だ。コンプライアンスやら何やらが幅を利かす、世知辛い社会だ。現代に生きる人々の世相を表す、真っ当な主人公たちだと断言する。

　だがその一方で。別の気持ちがもたげてくるのを、私は抑えられなかったのだ。

『いやおかしくないか？』と。

　血の繋つながってない美少女が、ある日いきなり義理の妹になって、ひとつ屋根の下で暮らすことになるのだ。

　煩悩が生まれるはずではないか。

　節度も、適切な距離も、くそくらえな気持ちが、ふつふつと沸いてくるはずなのだ。そんなシチュエーションに出くわしたら、あふれ出るリビドーや率直な欲求と、無縁でいられるはずがないのだ。だって義理の妹になった女の子は、誰もが認める美少女なのである。ただで済むわけがない、むしろただで済ませてはならぬ──





　　　　　　　†






　……当作品を読んで頂いた方は、もうお分かりかと思う。

　この瞬間だった。【松まつ原ばらタクロー】というキャラクターが誕生したのは。

　また彼の対となる存在として、真逆の性格を持つヒロイン【近この衛えトーコ】が登場したのも、自然な流れであった。




　そして彼らが生まれた時、私の怒りは雲散霧消した。

　というよりそれどころではなくなった。

　このふたりを中心に、明るく楽しくサービスたっぷりの、噛かみ合あわないようで噛み合う関係を軸にしたラブコメディを書きたい。いや書く。いつ？　もちろん今すぐ。




　私にとって義理の妹を主軸にした作品は、【お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ】シリーズ以来である。

　怒りから始まったはずの物語が、怒りのいの字もない物語に結実したそのありさまを、読者諸氏の目で確かめて頂ければ幸いである。





某月吉日　鈴すず木き大だい輔すけ
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